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Ⅰ　調査の概要

１　調査の目的
　 　十勝における乳幼児を育てる世帯の子育てを通した他者との関わり合いや子どもた

ちの生活実態に関する意識を通して、「NPO 法人子どもと文化の広場ぷれいおん・と

かち」がプレイセンター事業や子育て支援活動を行うための展望を得ることを目的と

しています。

２　調査対象
　 　十勝管内に在住する０歳から 6 歳までの就学前の子どもの保護者を対象にしていま

す。

３　調査内容
　 　保護者の就労状態、子どもの教育、子育て支援の利用状況、今後の出産願望、遊び、

園生活、地域社会との関わり等

４　調査方法
　　（１ ）対象となった市町の幼稚園、保育所、認定こども園、子育て支援センターに電

話等を通じて研究協力依頼をし、了承を得た施設等に調査依頼書を配付しました。

なお、極力全ての保護者宛に配付するようにしましたが、園等の判断により保護

者が自由に持ち帰る形式も取りました。

　　（２ ）調査依頼書記載の QR コードもしくは URL を通じて、オンラインフォームに

送信されたデータとして回答を回収しました。

５　調査時期
　　2021 年 11 月 22 日～ 12 月 20 日（幼稚園、保育所、認定こども園）

　　2021 年 12 月 6 日～ 12 月 20 日（帯広市内子育て支援センター）

　　１箇所のみ 12 月 28 日～１月 10 日（保育所）

６　実施地域
　　（１ ）2018 年に実施された「子どもの生活実態調査（乳幼児調査）」（北海道）との

結果比較を予定し、同調査で対象となった３市町（帯広市、幕別町、清水町）を

対象としました。

　　（２ ）対象者数は、「子どもの生活実態調査（乳幼児調査）」を参考に、全体で 3000
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人程度としました。一園あたり 90 名程度の園児数がいることを想定し、対象と

なった市町から全 32 箇所の幼稚園、保育所、認定こども園に電話を通じて研究

協力依頼をし、最終的にご協力いただいた全 29 箇所としました。

7　調査票の回収状況
　 　調査依頼書を配布した枚数に対して得られたオンラインでの回答数に基づいて計算

した結果は下記の通りです。

8　共同調査
　　（１ ）本調査は、独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業（WAM 助成）を

受けて、NPO 法人「子どもと文化のひろばぷれいおん・とかち」が「ひろげよ

う！親も子も地域も育つ！プレイセンター方式子育て支援事業」として行う事業

の一環で、帯広大谷短期大学が協力し企画・分析を行っています。（★筆頭研究

者　◯分析者　◆文体統一）

（３）上記に加えて、帯広市内の子育て支援センター 箇所にも調査依頼書を配布
しました。

調査票の回収状況
調査依頼書を配布した枚数に対して得られたオンラインでの回答数に基づいて計

算した結果は下記の通りです。

調査対象 配布数 有効回答数 有効回答率
帯広市、幕別町、清水町の保育園、
幼稚園、認定こども園、子育て支援
センター

共同調査
（１）本調査は、独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業（ 助成）
を受けて、 法人「子どもと文化のひろばぷれいおん・とかち」が「ひろげよ
う！親も子も地域も育つ！プレイセンター方式子育て支援事業」として行う事業の
一環で、帯広大谷短期大学が協力し企画・分析を行っています。（★筆頭研究者
◯分析者）

名名前前 所所属属 執執筆筆分分担担
★◯鹿嶋 桃子 帯広大谷短期大学

社会福祉子ども福
祉専攻

３ 保育施設を通した他者との関
わりについて
４ 地域や職場を通した他者との
関わりについて
５ 子育て支援について
６ 第２子以上の出産について
７ 保護者の就労状況（１）

高橋 由紀雄 同上 １ 基本属性
滝澤 真毅 同上 ２ 子どもの遊び内容や遊び相手

について
石井 由依 同上 ７ 保護者の就労状況（２）
嶋野 奈津美 法人子ども

と文化のひろば
ぷれいおん・とか
ち

８ 自由回答

（２）調査設計にあたり北海道大学大学院教育学研究院川田学准教授、北海道大学
大学院教育学研究院上山浩二郎講師に研究協力を受けています。

名前 所属 執筆分担
★◯鹿嶋　桃子 帯広大谷短期大学

社会福祉科子ども福祉専攻
３　保育施設を通した他者との
関わりについて
４　地域や職場を通した他者と
の関わりについて
５　子育てへの支援について
６　第２子以上の出産について
７　保護者の就労状況（１）

高橋　由紀雄 同上 １　基本属性
滝澤　真毅 同上 ２　子どもの遊び内容や遊び相

手について
３　保育施設を通した他者との
関わりについて

◆石井　由依 同上 ２　子どもの遊び内容や遊び相
手について
７　保護者の就労状況（２）

嶋野　奈津美 NPO 法人子どもと文化のひ
ろば　ぷれいおん・とかち

８　自由回答
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（２ ）調査設計にあたり北海道大学大学院教育学研究院川田学准教授、北海道大学大学院

教育学研究院上山浩次郎講師に研究協力を受けています。

9　留意事項
　　（１ ）調査結果（%）は少数第２位を四捨五入して表示しているため、内数の計が合

計に一致しない場合があります。

　　（２ ）集計上、未回答の質問項目が多数ある回答票や未回答と論理エラー回答の質問

項目が合計して３項目以上ある回答票については信頼性が低いものと扱い、それ

らを除いた回収数を記載しています。

　　（３ ）上記以外の回答票については、一義的に解釈可能な場合については訂正してい

ます。判別がつかないものについては訂正をしていないため、論理エラーを含む

回答も含めて集計しています。

　　（４ ）複数回答の設問における表の行集計は、設問の対象となる回答者数（人）とし

ています。項目ごとの割合（%）については、この「回答者数合計（サンプル数）」

を分母としています。

　　（５ ）執筆者と分析者で協議のうえ、倫理的配慮から分析結果の一部を記載していな

い場合があります。

　　（６）調査票設計と報告書作成にあたり下記を参考にしています。

 •　 荒牧美佐子（2005）　「育児への否定的・肯定的感情とソーシャルサポート   

との関連―ひとり親・ふたり親の比較から―」　小児保健研究　第 64 巻第 6

号  737-744.

 •　 ベネッセ次世代育成研究所（2009）「第 1 回　幼児教育・保育についての基本

調査（幼稚園編・保育所編）報告書」　研究所報　第４巻

 •　 ベネッセ次世代育成研究所（2013）「第 2 回　妊娠出産子育て基本調査報告書」　

研究所報　第 9 巻

 •　 ベネッセ教育総合研究所（2016）「第 5 回　幼児の生活アンケートレポート」

 •　 北海道保健福祉部・北海道大学大学院教育学研究院「子どもの生活実態調査」

研究班（2018）「北海道子どもの生活実態調査（乳幼児調査）結果報告書」

 •　 内閣府政府統括官（共生社会政策担当）（2014）「家族と地域における子育て

に関する意識調査　報告書」

 •　 沖縄県（2021）「令和 2 年度　沖縄子ども調査　未就学児調査報告書」

 •　 佐藤純子（2013）　「日本型プレイセンターに対するセンター代表者と参加家

庭による活動評価」　淑徳短期大学研究紀要第 52 号　95-116.
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Ⅱ　調査結果            

１　基本属性　　
　 　０歳から 6 歳までの就学前の子どもについて、251 人の保護者の回答に基づき集計、

分析をしています。また、回答者の 96.0% が母親となっています。調査対象の子ども

については、３歳未満を半年ごとで分け、１歳未満・１歳～１歳半未満・１歳半～２

歳未満・２歳～２歳半未満・２歳半～３歳未満の５つの区分とし、３歳・４歳・５歳

と合わせて８つの区分としています。子どもの 60% 以上が保育所に通っており、園や

施設に通っていない子どもは 7.6% のみでした。保護者の学歴については全体の 60%

以上が大学や専門学校などの高等教育機関を修了しており、回答者のほとんどを占め

る母親だけで見るとその割合は 70% を超えています。家族の形態については、祖父母

の同居を含む両親が揃っている世帯が 93.7% となっています。

（１）子どもの年齢と性別
 

　 　調査対象児の年齢について聞いたところ、全体に３歳以上の割合が３歳以上より高

い構成となり 67.3% を占め、高い順に「４歳」27.1%、「３歳」23.1%、「５歳」17.1%

となっています。「１歳未満」が最も低く男女合わせて 3.6% となっています。

 

 

　

Ⅱ 調査結果          

１ 基本属性
歳から 歳までの就学前の子どもについて、 人の保護者の回答に基づき集

計、分析をしています。また、回答者の が母親となっています。調査対象の子
どもについては、３歳未満を半年ごとで分け、１歳未満・１歳〜１歳半未満・１歳
半〜２歳未満・２歳〜２歳半未満・２歳半〜３歳未満の５つの区分とし、３歳・４
歳・５歳と合わせて８つの区分としています。子どもの 以上が保育所に通って
いて、園や施設に通っていない子どもは だけでした。保護者の学歴については
全体の 以上が大学や専門学校などの高等教育機関を修了していて、回答者のほ
とんどを占める母親だけで見るとその割合は を超えています。家族の形態につ
いては、祖父母の同居を含む両親が揃っている世帯が となっています。

（１）子どもの年齢と性別

調査対象児の年齢について聞いたところ、全体に 歳以上の割合が３歳以上より
高い構成となり を占め、高い順に「４歳」 、「３歳」 、「５歳」

となっています。「１歳未満」が最も低く男女合わせて となっていま
す。

お子さんの年齢を教えてください。
お子さんの年齢を教えてください。
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　 　調査対象児の性別について聞いたところ、全体の性別では男子が 47.8%、女子が

52.2% となっています。 

 

 （２）子どものきょうだい数

　 　きょうだい数について聞いたところ、全体では「１人」が 43.0% と最も高く、次いで「２

人」が 41.8% となっています。年齢別では１歳～１歳６ヶ月未満が「１人」83.3% と

最も高く、次いで１歳未満の 66.7%、１歳６ヶ月～２歳未満の 64.3% となっています。

３歳では「１人」が 39.7% となり、「２人」が 41.4% と「１人」を 1.7 ポイント上回っ

ています。４歳では「１人」は 33.8%、「２人」が 47.1% と 10 ポイント以上、５歳では「１

人」が 25.6%、「２人」が 58.1% と 30 ポイント以上の差がみられます。年齢が上がる

につれてきょうだい数が多くなる傾向がみられます。

 

お子さんの性別を教えてください。

お子さんのきょうだい数（アンケートの対象になっているお子さんを含む）を教え

てください。

 3 

 

 

 

3行目の表を差し替え 

 

P6 の表 
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 （３）子どもの就園状況

　 　子どもの就園状況について聞いたところ、全体としては「保育所」が、61.4% と最

も高く、幼稚園として「幼稚園（預かり保育あり）」と「幼稚園（預かり保育なし）」

を合わせたものが 17.2%、「認定こども園」に通う認定区分が１号から３号の子どもを

合わせて 13.2% となり、「園や施設に通っていない（未就園）」が 7.6% となっています。

保育時間の長さで見た場合、「保育所」と「幼稚園（預かり保育あり）」、「認定こども園」

に通う認定区分が２号と３号の子どもを合わせると 76.2% となり、「幼稚園（預かり保

育無し）」と、「認定こども園」に通う認定区分が１号の子どもとを合わせて 15.6% と、

7 割以上の子どもが保育施設で４時間以上を過ごしています。「園や施設に通っていな

い」の割合は、高い順に１歳未満 88.9％、１歳半～２歳未満 28.6％、１歳～１歳半未

満２歳 16.7%、２歳～２歳半未満・４歳・５歳で 0% となっています。 

 

 

 

 3 

 

 

 

3行目の表を差し替え 

 

P6 の表 

 

 

 

 

 

 5 

 

 

P8 母親の年齢 

 

P8 父親の年齢 

 

 

 

P9 

現在お子様は幼稚園や保育園に通っていますか。当てはまるもの 1 つを選択して

ください。
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（４）子どもと回答者の関係

　 　回答者と子どもの関係について聞いたところ、全体で「母親」が占める割合が

96.0% となっています。次いで「父親」が 3.6% となり、ほとんどが「母親」による回

答となっています。特に、１歳未満・１歳～１歳６ヶ月未満・２歳～２歳６ヶ月未満・

５歳では 100% が「母親」による回答でした。

 

 

（５）保護者の年齢
　① 母親の年齢

　 　母親の年齢について聞いたところ、全体では「31 歳～ 40 歳」が 62.0% と最も高

く、１歳～１歳６ヶ月のみ 25.0% にとどまりましたが、そのほかの年齢では 55.6% ～

71.4% と半分以上が「31 ～ 40 歳」となっています。子どもの年齢の上昇に合わせて「21

歳～ 30 歳」の母親の割合は低くなる傾向となっています。

  

 

（４）子どもと回答者の関係

回答者と子どもの関係について聞いたところ、全体で「母親」が占める割合が
となっています。次いで「父親」が となり、ほとんどが「母親」による

回答となっています。特に、１歳未満・ 歳〜１歳６ヶ月未満・２歳〜２歳６ヶ月
未満、そして５歳では が「母親」による回答でした。

（５）保護者の年齢
①母親の年齢

母親の年齢について聞いたところ、全体では「 歳〜 歳」が と最も高
く、１歳〜１歳６ヶ月のみ にとどまりましたが、そのほかの年齢では
〜 と半分以上が「 〜 歳」となっています。子どもの年齢の上昇に合わせ
て、「 歳〜 歳」の母親の割合は低くなる傾向となっています。

お子さんのお母さんの年齢はおいくつですか。

あなたとお子さんの関係（続柄）について教えてください。お子さんから見てあ
なたは下記のどれに当てはまりますか。

あなたとお子さんの関係（続柄）について教えてください。お子さんから見てあな

たは下記のどれに当てはまりますか。

お子さんのお母さんの年齢はおいくつですか。

 4 

P8 母親の年齢 

 

P8 父親の年齢 

 

 

 

 

 

★P11下から 2行目以降削除 

「その他の～～います。」 

 

P12～P13の表 

下記に差し替え 
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　② 父親の年齢

　 　父親の年齢について聞いたところ、全体では「31 歳～ 40 歳」が 54.9% と最も高く、

次いで「41 歳～ 50 歳」が 29.7% と高くなっています。母親の年齢と同様に、子ども

の年齢の上昇に合わせて「21 歳～ 30 歳」の父親の割合は低くなる傾向となっています。

   

（６）保護者の学歴
　① 母親の学歴

　 　母親の最終学歴について聞いたところ、全体では「大学卒業以上」が最も高く

36.8%、次いで「短大・専門学校卒業」が 34.8% と高等教育機関修了者が 71.6% となっ

ています。３番目に多い「高校卒業」は 26.0% と、この３種で大半を占めています。

 

 

 6 

 

 

★P9 お子さんのお父さんの最終学歴 表を下記と差し替え 

 

 

 

 

 

お子さんのお父さんの年齢はおいくつですか。

お子さんのお母さんの最終学歴は次のどれですか。

 4 

P8 母親の年齢 

 

P8 父親の年齢 

 

 

 

 

 

★P11下から 2行目以降削除 

「その他の～～います。」 

 

P12～P13の表 

下記に差し替え 
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　② 父親の学歴

　 　父親の最終学歴について聞いたところ、全体で「大学卒業以上」が 40.7% と最も高

く、次いで「高校卒業」が 28.5% となっています。「高専卒業」と「短大・専門学校卒

業」を加えた高等教育機関修了者は 63.4% となっています。

  

（７）家族形態

　 　家族形態について聞いたところ、全体では「父＋母＋子」が 84.9% と最も高く、次

いで「父＋母＋子＋祖父母」が 8.8% となっています。「父＋母＋子」と「父＋母＋子

＋祖父母」を合わせた両親がいる家族形態は 93.7% となっています。一方、片親とな

る家族形態についてみると「父＋子」は 0.0% で、「母＋子」「母＋子＋祖父母」「父＋

子＋祖父母」を合わせて 6.4% となっています。

お子さんのお父さんの最終学歴は次のどれですか。

ご家族に含まれる人の組み合わせとして、もっとも近いもの 1 つに〇をつけてく

ださい。

 6 

 

 

★P9 お子さんのお父さんの最終学歴 表を下記と差し替え 
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２　子どもの遊び内容や遊び相手について　
　 　子どもの遊び内容について、全体では水遊びが「よく遊ぶ」46.2% と最も高い回答

となっています。年齢別にみると３歳未満の低年齢児では全ての遊びについて「まっ

たく遊ばない」と回答する割合が高い傾向となっています。

　 　遊び相手について、「よく遊ぶ」「ときどき遊ぶ」を合わせて高い順に「お母さん」

96.4%、「お父さん」83.3%、「お子さんひとり」74.1% となっています。祖父母に関しては、

全体で 20% 前後が「まったく遊ばない」と回答しています。また、「その他」として

保育園の先生や友達、支援センターの先生や友達、幼稚園の先生や友達、おじ・おば

といった回答があります。年齢別にみると、「きょうだい以外の子ども」と「よく遊ぶ」

「どきどき遊ぶ」を合わせた回答は１歳未満では 33.3% であるのに対して、１歳以降で

は 60% 以上と高い割合となっています。

（１）子どもの遊びについて
　① 遊び内容

　 　子どもが「砂や泥を使った遊び」「水遊び」「絵の具を使ったお絵描き遊び」「粘土遊

び」をするか聞いたところ、「よく遊ぶ」と回答した割合は全体で高い順に「水遊び」

46.2%、「砂や泥を使った遊び」39.8%、「粘土遊び」23.5%、「絵具遊び」の 19.5% となっ

ています。

 7 

 

P10   4行目の表差し替え 

 

 

 

 

★P11下から 2行目以降削除 

「その他の〜〜います。」 

 

P12〜P13の表 

下記に差し替え 

お子さんの遊びについておうかがいします。お子さんは次のような遊びをします

か。
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　 　年齢別では、３歳未満の子どもの方が３歳以上の子どもよりも「まったく遊ばない」

と回答する割合が高くなっています。

　② 子どもの平日の遊び相手

　 　子どもが平日に遊ぶ相手について、全体で「よく遊ぶ」は「お母さん」が 53.8% と

最も高く、次いで「きょうだい」46.6%、「きょうだい以外の子ども」45.4% となって

います。「ときどき遊ぶ」と「よく遊ぶ」を合わせると、高い順に「お母さん」96.4%、「お

父さん」83.3%、「お子さんひとり」74.1% となっています。年齢別では、１歳未満な

らびに３歳以上の子どもが１歳～２歳未満の子どもよりも「お父さん」と「まったく

遊ばない」と回答する割合が高く、１歳未満で 11.1％、３歳で 12.1%、４歳で 11.8%、

5 歳で 7.0% となっています。１歳未満で「きょうだい」については「無回答」「あて

はまらない」が 40% 以上と高い傾向にあり、回答者の中で低年齢児にきょうだいのい

ないケースが多いことが読み取れます。

年齢別では、 歳未満の子どもの方が 歳以上の子どもよりも「まったく遊ばな
い」と回答する割合が高くなっています。

②子どもの平日の遊び相手

子どもが平日に遊ぶ相手について、全体で「よく遊ぶ」は「お母さん」が
と最も高く、次いで「きょうだい」 、「きょうだい以外の子ども」 とな
っています。「ときどき遊ぶ」と「よく遊ぶ」を合わせると、高い順に「お母さ
ん」 、「お父さん」 、「お子さんひとり」 となっています。年齢
別では、 歳未満ならびに 歳以上の子どもが 歳〜２歳未満の子どもよりも「お
父さん」と「まったく遊ばない」と回答する割合が高く、 歳未満で ％、 歳で

、 歳で 、 歳で となっています。 歳未満で「きょうだい」につ
いては「無回答」「あてはまらない」が 以上と高い傾向にあり、回答者の中で
低年齢児にきょうだいのいないケースが多いことが読み取れます。
その他の回答内容は、保育園の先生や友達、支援センターの先生や友達、幼稚園

の先生や友達、おじ・おば、となっています。

平日にお子さんは誰とどのくらい一緒に遊びますか。

年齢別では、 歳未満の子どもの方が 歳以上の子どもよりも「まったく遊ばな
い」と回答する割合が高くなっています。

②子どもの平日の遊び相手

子どもが平日に遊ぶ相手について、全体で「よく遊ぶ」は「お母さん」が
と最も高く、次いで「きょうだい」 、「きょうだい以外の子ども」 とな
っています。「ときどき遊ぶ」と「よく遊ぶ」を合わせると、高い順に「お母さ
ん」 、「お父さん」 、「お子さんひとり」 となっています。年齢
別では、 歳未満ならびに 歳以上の子どもが 歳〜２歳未満の子どもよりも「お
父さん」と「まったく遊ばない」と回答する割合が高く、 歳未満で ％、 歳で

、 歳で 、 歳で となっています。 歳未満で「きょうだい」につ
いては「無回答」「あてはまらない」が 以上と高い傾向にあり、回答者の中で
低年齢児にきょうだいのいないケースが多いことが読み取れます。
その他の回答内容は、保育園の先生や友達、支援センターの先生や友達、幼稚園

の先生や友達、おじ・おば、となっています。

平日にお子さんは誰とどのくらい一緒に遊びますか。平日にお子さんは誰とどのくらい一緒に遊びますか。
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　③子どもの平日の遊び相手についてその他感じていること

　 　平日に子どもが誰とどのくらい遊ぶかについて、その他としては以下のような回答

となっています（原文ママ）。

　・保育園

　・保育士

　・ 友人の子どもたちと一緒に遊ぶ。月に１回、数時間。一歳ずつ年上年下の子どもに

挟まれてよい刺激になっていると感じている。

　・支援センター

　・保育所のお友だち

　・ 夫婦ともに仕事で帰りも遅く、平日ぜんぜん遊べていない。寝る前に絵本を１冊読

むので精一杯で、これで良いのか不安や申し訳なさがある。子供の発達にも不安が

あり、ワークライフバランスを考えないといけないと悩んでいる。

　・子供の叔母

　・支援センターの先生、幼稚園の先生

　・保育園の友達や先生と。

　・平日仕事の日は保育所で遊び、平日が休みの時は保育所を休ませて一緒に過ごす。

　・平日は保育園

　・平日は基本保育園にいるため

３　保育施設を通した他者との関わりについて　
　 　子どもが通っている保育施設に PTA や保護者会などの活動があるかどうかについ

て、「ある」が全体で 80％以上となっています。保育施設別では、高い順に「幼稚園（預

かり保育なし）」93.3%、「幼稚園（預かり保育あり）」92.9%、「認定こども園１号」で

91.7% でした。一方、「保育園」では 81.2%、「認定こども園２号」、「認定こども園３号」

ではともに 66.7% と、幼稚園や認定こども園１号よりもやや低い割合となっています。

　 　PTA や保護者会の活動に対する意識について、全年齢を通して「保護者同士の交流

ができる」「保育内容に対する意見を園に伝えることができる」「行事に手伝い等で参

加できる」に対する「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」という回答は 5 割

以上となっています。また、「面倒に思う」「活動内容がわからない」「関心がない」に「あ

てはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した人は３割以下と低い傾向となっ

ています。

問６－２で「その他」を選んだ方は、具体的にどのように感じているか、お書きください。
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（１）PTA や保護者会について
　① PTA や保護者会の有無

　 　「ある」という回答は、「幼稚園（預かり保育あり）」で 92.9%、「幼稚園（預かり保

育なし）」で 93.3%、「認定こども園１号」で 91.7% となっています。一方、「保育園」

では 81.2%、「認定こども園２号」、「認定こども園３号」ではそれぞれ 66.7% と、「幼

稚園」、「認定こども園１号」と比べて割合は低くなっています。その他の園・施設の

回答数は２件でいずれも「ない」という回答です。

 

　② PTA や保護者会の活動についての考え

　

　 　PTA や保護者会などの活動について聞いたところ、全体では「行事に手伝い等で参

加できる」が「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせて 68.2% と最も

高く、次いで「保護者同士の交流ができる」60.0%、保育内容に対する意見を園に伝え

ることができる」55.9% となっています。

　 　年齢別では、5 歳で「行事に手伝い等で参加できる」が 76.3% と最も高くなっています。

また、いずれの質問に対しても年齢による系統的な傾向はみられません。

　 　保育施設別では、全ての質問において「幼稚園（預かり保育あり）」が「あてはまる」

「どちらかといえばあてはまる」を合わせて最も高く、「保護者同士の交流ができる」

69.3%、「保育内容に対する意見を園に伝えることができる」65.4%、「行事に手伝い等

で参加ができる」80.8%、次いで「幼稚園（預かり保育なし）」「保護者同士の交流がで

きる」64.3%、「保育内容に対する意見を園に伝えることができる」64.2%、「行事に手

伝い等で参加できる」78.6% が続きます。いずれの項目でも幼稚園では「あてはまる」

の回答が強い傾向がみられます。また、認定こども園３号以外は、「保護者同士の交流

 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P14 表差し替え 

 

 

問７－２で「１ある」に◯をつけた方にお伺いします。PTA や保護者会などの活

動についてあなたはどのように感じていますか？

お子さんが通っている施設には PTA や保護者会などの活動がありますか。
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ができる」「保育内容に対する意見を園に伝えることができる」「行事に手伝い等で参

加できる」に「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答している割合がい

ずれも過半数を占めています。
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 　③ PTA や保護者会の活動についてのその他の考え

　 　PTA や保護者会などの活動について感じていることについて、その他としては以下

のような回答となっています（原文ママ）。

　・必要がないと思う

　・ 園によっても異なるとは思うがどのように関わればいいのか、関わらなければなら

ないのかがわからない。ボランティアのようなものかのか、義務なのかなど、適切

な距離が掴めないままでいる。

　・入所した時からずっとコロナ禍の中なのでほとんど活動してなく、よくわかりません

　・転勤で引っ越してきたばかりなのでわかりません

　・共働きで夜勤もある状態で参加ができない

　・コロナの影響で本来あるべき活動がほとんどなくなりました

　・ コロナになってから PTA 活動がかなり縮小された。保護者同士の交流もなくなった。

コロナの前は PTA 活動もあり、保護者同士の交流もあった。

　・ 私の子供が通う園は各クラス２名のお世話役さんを選出する以外は自由参加の親の

会です。ただ、仕事の関係で一度も役員をしておらず、申し訳なく思います。

４ 地域社会や職場を通した他者との関わりについて
心地のよい良い居場所について、全体で子育てに支援などの子育てに関する集ま

りを ％以上が心地よいと感じていると回答しており、１歳未満では を超え
ています。家族形態別では、両親がそろっていない世帯において、そうした場所を
持っていない傾向にあります。
日々の地域社会生活で感じている内容について、「子育てについて主体的に学ぶ

ことができている」の回答が「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」あわ
せて ％、年齢別では 歳未満で と最も高くなっています。
職場生活で感じている内容について、「自分自身の能力を発揮できる場所があ

る」に対して、全体で「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」の回答をあ
わせて ％となっています。また、地域社会での生活を通してよりも、職場生活
を通しての方が他者との関わりを感じると回答する割合が高い傾向がみられます。
必要と思う活動内容について、全体では「親子で楽しめる遊びの場があること」

が最も高く「必要だと思う」「どちらかというと必要だと思う」をあわせて
となっています。年齢別では、３歳未満が３歳以上よりも「子育てをする親同士を
つなぐ仲間作りの場があること」が高い傾向にあり、 歳から 歳６ヶ月未満

、 歳で ％、それ以外の年齢では 以上となっています。
参加したいと思う活動内容について、全体で「地域の伝統文化を子どもに伝える

人や場をつくること」が最も高く「参加したいと思う」「どちらかというと参加し
たいと思う」あわせてく となっており、年齢別にみると、５歳では「子ども
の防犯のための声掛けや登下校時の見守り」が最も高く 、 歳未満では「子
育てをする親同士をつなぐ仲間をつくること」が最も高く となっています。
保護者の子ども時代の家族、親戚、近所との関係について聞いたところ、全体で

は、「日常的には親子で何かをすることが多かった」に対して「あてはまる」「ど
ちらかといえばあてはまる」をあわせて母親では と最も高く、次いで「近所
の人と日常的に付き合っていた」が となっています。年代別に見ると、母親
ではいずれの年代でも「日常的には親子で何かをすることが多かった」が最も高く

問７－３で「その他」を選んだ方は、具体的にどのように感じているか、お書きく

ださい。
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４　地域社会や職場を通した他者との関わりについて　
　 　心地のよい良い居場所について、全体で「子育てに支援などの子育てに関する集ま

り」を 36.3％以上が心地よいと感じていると回答しており、１歳未満では 60% を超え

ています。家族形態別では、両親がそろっていない世帯において、そうした場所を持っ

ていない傾向にあります。

　 　日々の地域社会生活で感じている内容について、「子育てについて主体的に学ぶこ

とができている」の回答が「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」合わせて

32.3％、年齢別では１歳未満で 66.6% と最も高くなっています。

　 　職場生活で感じている内容について、「自分自身の能力を発揮できる場所がある」

に対して、全体で「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」の回答を合わせて

69.2％となっています。また、地域社会での生活を通してよりも、職場生活を通して

の方が他者との関わりを感じると回答する割合が高い傾向がみられます。

　 　必要と思う活動内容について、全体では「親子で楽しめる遊びの場があること」が

最も高く「必要だと思う」「どちらかというと必要だと思う」を合わせて 95. 2% となっ

ています。年齢別では、３歳未満が３歳以上よりも「子育てをする親同士をつなぐ仲

間作りの場があること」が高い傾向にあり、１歳から１歳６ヶ月未満 66.7% 、5 歳で

72.1％、それ以外の年齢では 80% 以上となっています。

　 　参加したいと思う活動内容について、全体で「地域の伝統文化を子どもに伝える人

や場をつくること」が最も高く「参加したいと思う」「どちらかというと参加したいと

思う」合わせて 58.2% となっており、年齢別にみると、５歳では「子どもの防犯のた

めの声掛けや登下校時の見守り」が最も高く 69.8%、１歳未満では「子育てをする親

同士をつなぐ仲間をつくること」 が最も高く 77.7% となっています。

　 　保護者の子ども時代の家族、親戚、近所との関係について聞いたところ、全体では、「日

常的には親子で何かをすることが多かった」に対して「あてはまる」「どちらかといえ

ばあてはまる」を合わせて母親では 68.8% と最も高く、次いで「近所の人と日常的に

付き合っていた」が 54.8% となっています。年代別に見ると、母親ではいずれの年代

でも「日常的には親子で何かをすることが多かった」が最も高く 60% 以上になってい

ますが、父親の 21 歳～ 30 歳では「日常的には祖父母を含め親子で何かをすることが

多かった」が 64.3% と最も高くなっています。
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（１）地域社会を通した他者との関わりについて
　① 居心地の良い居場所の有無と内容

　 　日頃、どのような場所を居場所として感じているかについて聞いたところ、全体で

は「子育て支援センターなどの子育てに関する集まり」が 36.3% と最も高く、次いで「そ

のような場所はない」31.5%、「わからない」16.3% となっています。

　 　年齢別では、１歳未満が「子育て支援センターなどの子育てに関する集まり」66.7％

と最も高く、家族形態別では「母＋子」の方が「父＋母＋子」よりも「そのような場

所はない」「わからない」の割合が高い傾向となっています。

  

 

　② 地域社会での生活（職場を含まない）を通して感じていること

　 　職場以外における生活で感じている内容について聞いたところ、全体では「子育て

について主体的に学ぶことができている」が最も高く、「そう感じる」「どちらかと

いえばそう感じる」合わせて 32.3％、次いで「新しいことにチャレンジできている」

25.5%、「やり終えた時の達成感を味わえるような機会がある」25.1% となっています。

「どちらかといえばそう感じない」「そう感じない」を合わせた割合では「自分自身が

価値のある人間として受け入れられている気がする」9.6％、「子育てについて主体的

に学ぶことができている」37.4％となっており、その他の質問では 50% 以上を占めて

以上になっていますが、父親の 歳〜 歳では「日常的には祖父母を含め親
子で何かをすることが多かった」が と最も高くなっています。

（１）地域社会を通した他者との関わりについて
①居心地の良い居場所の有無と内容

日頃、どのような場所を居場所として感じているかについて聞いたところ、全
体では「子育て支援センターなどの子育てに関する集まり」が と最も高く、
次いで「そのような場所はない」 、「わからない」 となっています。
年齢別では、 歳未満が「子育て支援センターなどの子育てに関する集まり」
％と最も高く、家族形態別では「母＋子」（母子世帯）の方が「父＋母＋子」

（核家族世帯）よりも「そのような場所はない」、「わからない」の割合が高い傾
向となっています。

②地域社会での生活（職場を含まない）を通して感じていること

職場以外における生活で感じている内容について聞いたところ、全体では「子育
てについて主体的に学ぶことができている」が最も高く、「そう感じる」「どちら
かといえばそう感じる」あわせて ％、次いで「新しいことにチャレンジできて
いる」 、「やり終えた時の達成感を味わえるような機会がある」 となっ

日頃、次のような場所で心地のよい居場所と感じられるようなところはありま
すか。あてはまるものすべてをお選びください（複数回答）。

あなたは日々の地域社会での生活（職場を含まない）を通して次のように感じる
ことはありますか。

日頃、次のような場所で心地のよい居場所と感じられるようなところはあります

か。あてはまるものすべてをお選びください（複数回答）。

あなたは日々の地域社会での生活（職場を含まない）を通して次のように感じるこ

とはありますか。
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います。

　 　年齢別にみると１歳未満で「子育てについて主体的に学ぶことができている」が「そ

う感じる」「どちらかといえばそう感じる」66.6%、5 歳では「自分が価値のある人間

として受け入れられている気がする」に対して、「そう感じる」「どちらかといえばそ

う感じる」合わせて 77.7% と最も高くなっています。

ています。「どちらかといえばそう感じない」「そう感じない」をあわせた割合で
は「自分自身が価値のある人間として受け入れられている気がする」 ％、「子育
てについて主体的に学ぶことができている」 ％となっており、その他の質問で
は 以上を占めています。
年齢別にみると１歳未満で「子育てについて主体的に学ぶことができている」が

「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」 、 歳では「自分が価値のあ
る人間として受け入れられている気がする」に対して、「そう感じる」「どちらか
といえばそう感じる」あわせて と最も高くなっています。
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③職場での生活を通して感じていること

職場生活で感じている内容について聞いたところ、全体では「自分自身の能力を
発揮できる場所がある」が最も高く「そう感じる」「どちらかといえばそう感じ
る」あわせて ％、次いで「やり終えた時の達成感を味わえるような機会があ
る」 となっています。
年齢別では、１歳未満が「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」をあわ

せて「やり終えた時の達成感を味わえるような機会がある」 、「自分自身の能
力を発揮できる場所がある」「リーダーシップの役割を担う場所がある」「自分自
身が価値ある人間として受け入れられている気がする」の３つの項目が ％とな
っています。

あなたは日々の職業での生活を通して次のように感じることはありますか。専業
主婦（主夫）の方、仕事をしていない方などは、問 にお進みください。

あなたは日々の職業での生活を通して次のように感じることはありますか。専業主

婦（主夫）の方、仕事をしていない方などは、問 8 －４にお進みください。

 

 

 

 

 

 

 

　③ 職場での生活を通して感じていること

　 　職場生活で感じている内容について聞いたところ、全体では「自分自身の能力を発

揮できる場所がある」が最も高く、「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」合

わせて 69.2％、次いで「やり終えた時の達成感を味わえるような機会がある」67.3%

となっています。

　 　年齢別では、１歳未満が「そう感じる」「どちらかといえばそう感じる」を合わせて

「やり終えた時の達成感を味わえるような機会がある」100%、「自分自身の能力を発揮

できる場所がある」「リーダーシップの役割を担う場所がある」「自分自身が価値ある

人間として受け入れられている気がする」の３つの項目が 83.3％となっています。
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 6 

 

 

★P13 表の下に 1行空けて挿入 

③子どもの平日の遊び相手についてその他感じていること 

 

 

P22 

一番上の表 サイズは他の表に合わせてください 

 

 

 

P33 

 

 

問 6－2で「その他」を選んだ方は、具体的にどのように感じているか、お書きください。 
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（２）地域における子育てを通した他者との関わりに関する意識
①必要だと思う活動内容

必要と思う活動内容について聞いたところ、全体では「親子で楽しめる遊びの場
があること」が最も高く「必要だと思う」「どちらかというと必要だと思う」をあ
わせて 、次いで「登下校時の子どもを見守り、挨拶をかわす関係の人がいる
こと」 、「子育てに関する悩みについて気軽に相談できる人や場があるこ
と」 となっています。
年齢別にみると、 歳６ヶ月から 歳未満では「不意の外出や親の帰りが遅くな

った時など、突発的な際に子どもを預かってもらえる人がいること」「親が付き添
わなくても未就園児の子どもを定期的に見てもらえる場があること」がともに

となっています。

以下の各内容について、どのくらい必要だと思いますか。

（２）地域における子育てを通した他者との関わりに関する意識
①必要だと思う活動内容

必要と思う活動内容について聞いたところ、全体では「親子で楽しめる遊びの場
があること」が最も高く「必要だと思う」「どちらかというと必要だと思う」をあ
わせて 、次いで「登下校時の子どもを見守り、挨拶をかわす関係の人がいる
こと」 、「子育てに関する悩みについて気軽に相談できる人や場があるこ
と」 となっています。
年齢別にみると、 歳６ヶ月から 歳未満では「不意の外出や親の帰りが遅くな

った時など、突発的な際に子どもを預かってもらえる人がいること」「親が付き添
わなくても未就園児の子どもを定期的に見てもらえる場があること」がともに

となっています。

以下の各内容について、どのくらい必要だと思いますか。

（２）地域における子育てを通した他者との関わりに関する意識
①必要だと思う活動内容

必要と思う活動内容について聞いたところ、全体では「親子で楽しめる遊びの場
があること」が最も高く「必要だと思う」「どちらかというと必要だと思う」をあ
わせて 、次いで「登下校時の子どもを見守り、挨拶をかわす関係の人がいる
こと」 、「子育てに関する悩みについて気軽に相談できる人や場があるこ
と」 となっています。
年齢別にみると、 歳６ヶ月から 歳未満では「不意の外出や親の帰りが遅くな

った時など、突発的な際に子どもを預かってもらえる人がいること」「親が付き添
わなくても未就園児の子どもを定期的に見てもらえる場があること」がともに

となっています。

以下の各内容について、どのくらい必要だと思いますか。

以下の各内容について、どのくらい必要だと思いますか。

 
（２）地域における子育てを通した他者との関わりに関する意識

　① 必要だと思う活動内容

　 　必要と思う活動内容について聞いたところ、全体では「親子で楽しめる遊びの場が

あること」が最も高く、「必要だと思う」「どちらかというと必要だと思う」を合わせ

て 95. 2%、次いで「登下校時の子どもを見守り、挨拶をかわす関係の人がいること」

91.3%、「子育てに関する悩みについて気軽に相談できる人や場があること」91.2% と

なっています。

　 　年齢別にみると、１歳６ヶ月から２歳未満では「不意の外出や親の帰りが遅くなっ

た時など、突発的な際に子どもを預かってもらえる人がいること」「親が付き添わなく

ても未就園児の子どもを定期的に見てもらえる場があること」がともに 92.9% となっ

ています。
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　② その他の必要と考える内容

　 　子育て中の他者との関わりについて必要と思うその他の内容について、下記の通り

となっています（原文ママ）。

　・ 保育園などの子どもを預けて働けるシステムへの間口を広げるような場所がもっと

気軽にあるとよい。市役所へはなかなかアクセスしづらいし、電話でも深くは理解

できない。

　・病児保育

　・双子のいる家庭を対象とした家事代行サービス

　③ 参加したいと思う活動内容

　 　子育てに関して参加したいと思う活動内容について聞いたところ、全体では　「子ど

もと一緒に参加できる地域の行事やお祭り」が 75.7% と最も高く、次いで「子どもと

一緒に遊ぶ人や場を作ること」67.3%、「子どもに自分の職業体験や人生経験を伝える

人や場を作ること 」61.8% となっています。

　 　年齢別にみると、５歳では「子どもと一緒に参加できる地域の行事やお祭り」が最

も高く 81.4%、１歳未満では「子育てをする親同士をつなぐ仲間をつくること」 が最

も高く 77.7% となっています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②その他の必要と考える内容

子育て中の他者との関わりについて必要と思うその他の内容について、下記の通
りになっています（原文ママ）。

・保育園などの子どもを預けて働けるシステムへの間口を広げるような場所がもっ
と気軽にあるとよい。市役所へはなかなかアクセスしづらいし、電話でも深くは理
解できない。
・病児保育
・双子のいる家庭を対象とした家事代行サービス

③参加したいと思う活動内容

子育てに関して参加したいと思う活動内容について聞いたところ、全体では
「子どもと一緒に参加できる地域の行事やお祭り」が と最も高く、次いで
「子どもと一緒に遊ぶ人や場を作ること」 、「子どもに自分の職業体験や人
生経験を伝える人や場を作ること」 となっています。
年齢別にみると、５歳では「子どもと一緒に参加できる地域の行事やお祭り」が

最も高く 、 歳未満では「子育てをする親同士をつなぐ仲間をつくること」
が最も高く となっています。

あなたは以下の活動に参加したいと思いますか。

問 で「 その他」を選んだ方にお聞きします。その他の「必要と考える関
わり方」について、具体的にお書きください。

」

問 14 －１で「９. その他」を選んだ方にお聞きします。その他の「必要と考える

関わり方」について、具体的にお書きください。

あなたは以下の活動に参加したいと思いますか。
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（３）保護者が子どもの頃の家族・親戚、近所付き合い
①母親が子どもの頃の家族・親戚、近所付き合い

母親が子どもの時の家族や親戚、近所の人との関係について聞いたところ、全体
を通して「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」をあわせて高い順に、
「日常的には親子で何かをすることが多かった」が 、「近所の人と日常的に
付き合っていた」が 、「親戚と日常的付き合いがあった」が となって
います。
母親の年代別に見ると、いずれの年代でも「日常的には親子で何かをすることが

多かった」が最も高く、 歳〜 歳で 、 歳〜 歳で 、 歳〜
歳で となっています。次いで「日常的には祖父母を含めて親子で何かをする
ことが多かった」が 歳〜 歳で 、 歳〜 歳で 、 歳〜 歳で

お子さんのお母さんが子どものときの家族や親戚、近所の人との関わりはどうで
したか。お子さんのお母さんが子どものときの家族や親戚、近所の人との関わりはどうでし

たか。

 

 

 

（３）保護者が子どもの頃の家族・親戚、近所付き合い　
　① 母親が子どもの頃の家族・親戚、近所付き合い

　 　母親が子どもの時の家族や親戚、近所の人との関係について聞いたところ、全体を

通して「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせて高い順に、「日常的

には親子で何かをすることが多かった」が 68.8%、「近所の人と日常的に付き合ってい

た」が 54.8%、「親戚と日常的付き合いがあった」が 53.6% となっています。

　 　母親の年代別に見ると、いずれの年代でも「日常的には親子で何かをすることが多

かった」が最も高く、20 歳～ 30 歳で 82.5%、31 歳～ 40 歳で 67.1%、41 歳～ 50 歳で

64.1% となっています。次いで「日常的には祖父母を含めて親子で何かをすることが

多かった」が 21 歳～ 30 歳で 57.5%、41 歳～ 50 歳で 51%、31 歳～ 40 歳で 48.4% と、
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と、半数程度で年代間の差はあまり大きくありません。「近所の人と日常的
に付き合っていた」は 歳〜 歳の 、 歳〜 歳の 、 歳〜 歳
で となっており、「日常的には祖父母を含めて親子で何かをすることが多か
った」と同様に年代間の差は大きくありません。「家族が留守の間、互いの子ども
を預け合ったりしていた」は 歳〜 歳で 、 歳〜 歳で 、 歳
〜 歳で と、比較的小さな差異となっています。

②父親が子どもの頃の家族・親戚、近所付き合い

父親が子どもの時の家族親戚や近所の人との関係について聞いたところ、全体
お子さんのお父さんが子どものときの家族や親戚、近所の人との関わりはど
うでしたか。

お子さんのお父さんが子どものときの家族や親戚、近所の人との関わりはどうでし

たか。

半数程度で年代間の差はあまり大きくありません。「近所の人と日常的に付き合ってい

た」は 21 歳～ 30 歳の 52.5%、31 歳～ 40 歳の 55.6%、41 歳～ 50 歳で 54.9% となって

おり、「日常的には祖父母を含めて親子で何かをすることが多かった」と同様に年代間

の差は大きくありません。「家族が留守の間、互いの子どもを預け合ったりしていた」

は 41 歳～ 50 歳で 41.2%、31 歳～ 40 歳で 39.3%、21 歳～ 30 歳で 30.0% と比較的小さ

な差異となっています。

        

 

 

　② 父親が子どもの頃の家族・親戚、近所付き合い
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全体で「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」をあわせて高い順に「日
常的には親子で何かをすることが多かった」が 、「日常的には祖父母を含め
て親子で何かをすることが多かった」が 、「近所の人と日常的に付き合いが
あった」が となっています。
年代別に見ると、 歳〜 歳では高い順に「日常的には祖父母を含めて親子で何

かをすることが多かった」が 、「日常的には親子で何かをすることが多かっ
た」と「親戚と日常的付き合いがあった」が 、「近所の人と日常的に付き合
いがあった」が になっていますが、「家族が留守の間、互いの子どもを預け
あったりしていた」は です。一方、 歳〜 歳では、日常的には親子で何か
をすることが多かった」が 、「親戚と日常的付き合いがあった」 、「日
常的には祖父母を含めて親子で何かをすることが多かった」が 、近所の人と
日常的に付き合いがあった」が とほとんど差異がみられず、「預け合う」も

と他の年代に比べて高率になっています。 歳〜 歳でも似た傾向で、「日
常的には親子で何かをすることが多かった」が 、「近所の人と日常的に付き
合いがあった」が 、「親戚と日常的付き合いがあった」が 、「日常的
には祖父母を含めて親子で何かをすることが多かった」が 、「家族が留守の
間、互いの子どもを預けあったりしていた」が となっています。

　 　全体で「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせて高い順に「日常

的には親子で何かをすることが多かった」が 58.5%、「日常的には祖父母を含めて親子

で何かをすることが多かった」が 54.9%、「近所の人と日常的に付き合いがあった」が

54.8% となっています。

　 　年代別に見ると、21 歳～ 30 歳では高い順に「日常的には祖父母を含めて親子で何

かをすることが多かった」が 64.3%、「日常的には親子で何かをすることが多かった」

と「親戚と日常的に付き合いがあった」が 57.1%、「近所の人と日常的に付き合いがあっ

た」が 50.0% になっていますが、「家族が留守の間、互いの子どもを預けあったりして

いた」は 25.0% です。一方、31 歳～ 40 歳では、日常的には親子で何かをすることが

多かった」が 60.0%、「親戚と日常的に付き合いがあった」59.3%、「日常的には祖父母

を含めて親子で何かをすることが多かった」が 58.5%、近所の人と日常的に付き合い

があった」が 57.1% とほとんど差異がみられず、「預け合う」も 41.5% と他の年代に

比べて高率になっています。41 歳～ 50 歳でも似た傾向で、「日常的には親子で何かを

することが多かった」が 63.0%、「近所の人と日常的に付き合いがあった」が 60.2%、「親

戚と日常的に付き合いがあった」が 57.5%、「日常的には祖父母を含めて親子で何かを

することが多かった」が 52.1%、「家族が留守の間、互いの子どもを預けあったりして

いた」が 41.1% となっています。
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５ 子育てへの支援について
子育て支援に関する相談相手について聞いたところ、全体では「配偶者」が

、次いで「母親の友人・知人」 となっています。「園の先生」が占める
割合は年齢が上がるほど高くなる傾向にあるのに対して、「子育てサークルの仲
間」や「 （ソーシャルメディア）」は低くなる傾向です。同居の家族以外で子
どもをみてくれる人については、全体では「いない」が になっています。預
け先としては「祖父母や親戚」が高い割合にあります。
子育てサロンや広場の利用については全体で３割程度が利用していますが、家族

形態別では母子世帯、母子祖父母同居世帯、父子祖父母世帯において が利用
していないと回答しています。子育てサロンや広場に通う日数については、その理
想と実際において「週 日から 日未満」が最も高く、年齢が低いほど通いたいと
考える理想の日数は多くなる傾向にあります。実際に通う日数よりも理想とする通
う日数が少ない理由としては「子どもの食事・排泄・睡眠等のタイミングと合わな
い」が最も高くなっています。新型コロナ感染症の拡大下にあっても感染対策を行
なった上で利用したいと が回答しています。
子育てをしながら感じていることについて聞いたところ「よくある」のは全体で

「子どもに時間を取られて、自分のやりたいことができず、イライラする」が最も
高く 、年齢が低いほど「イライラする」「不安になる」と答える割合が高い
傾向にあります。家族形態別では、母子世帯の方が核家族世帯よりも「まったくな
い」と答える割合が高い傾向にあります。

（１）家族や友人等からの子育て支援ついて

 

 

 

 

 

５　子育てへの支援について　　
　 　子育て支援に関する相談相手について聞いたところ、全体では「配偶者」が 67.7%、

次いで「母親の友人・知人」56.2% となっています。「園の先生」が占める割合は年齢

が上がるほど高くなる傾向にあるのに対して、「子育てサークルの仲間」や「SNS（ソー

シャルメディア）」は低くなる傾向です。同居の家族以外で子どもをみてくれる人につ

いては、全体では「いない」が 34.7% になっています。預け先としては「祖父母や親戚」

が高い割合にあります。

　 　子育てサロンや広場の利用については全体で３割程度が利用していますが、家族形

態別では「母＋子」「母＋子＋祖父母」「父＋子＋祖父母」において 100% が利用して

いないと回答しています。子育てサロンや広場に通う日数については、その理想と実

際において「週１日から２日未満」が最も高く、年齢が低いほど通いたいと考える理

想の日数は多くなる傾向にあります。実際に通う日数よりも理想とする通う日数が少

ない理由としては「子どもの食事・排泄・睡眠等のタイミングと合わない」が最も高

くなっています。また、新型コロナ感染症の拡大下にあっても感染対策を行なった上

で利用したいと 47.0% が回答しています。

　 　子育てをしながら感じていることについて聞いたところ「よくある」のは全体で「子

どもに時間を取られて、自分のやりたいことができず、イライラする」が最も高く

16.3%、年齢が低いほど「イライラする」「不安になる」と答える割合が高い傾向にあ

ります。家族形態別では、「母＋子」の方が「父＋母＋子」よりも「まったくない」と

答える割合が高い傾向にあります。
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（１）家族や友人等からの子育て支援について
　① 子育てに関する相談相手

　 　子育てに関する相談をする相手について聞いたところ、全体では「配偶者」が

67.7%、次いで「母親の友人・知人」56.2%、「親・きょうだい・親戚」54.2% となって

います。年齢別にみると、「園の先生」が１歳以降には 41.7%、４歳以降では 51.5% と

なり、「親・きょうだい・親戚」に代わって３番目に高くなっています。１歳未満では

「子育てサークルの仲間」に対する回答が 11.1% となっており、各年齢のなかで最も高

くなっています。１歳から１歳６ヶ月未満では、「インターネットやブログ」に対する

回答が 25% となっており、各年齢のなかで最も高くなっています。また、３歳未満（２

歳から２歳半未満を除く）では「SNS（ソーシャルメディア）」に相談する割合は 10%

を超えているのに対して、３歳以降では5%台以下となっています。家族形態別では、「母

＋子＋祖父母」で「母親の友人・知人」が 100% となっています。

 

 

①子育てに関する相談相手

子育てに関する相談をする相手について聞いたところ、全体では「配偶者」が
、次いで「母親の友人・知人」 、「親・きょうだい・親戚」 とな

っています。年齢別にみると、「園の先生」が 歳以降には 、 歳以降では
となり、「親・きょうだい・親戚」に代わって３番目に高くなっています。

１歳未満では「子育てサークルの仲間」に対する回答が となっており、各年
齢のなかで最も高くなっています。１歳から１歳６ヶ月未満では、「インターネッ
トやブログ」に対する回答が となっており、各年齢のなかで最も高くなってい
ます。また、３歳未満（２歳から２歳半未満を除く）では「 （ソーシャルメデ
ィア）」に相談する割合は を超えているのに対して、３歳以降では 台以下
となっています。家族形態別では、「母＋子＋祖父母」（母子祖父母同居世帯）で
「母親の友人・知人」が となっています。

②用事がある時に同居家族以外で子どもをみてくれる人の有無

現在、あなたはお子さんの子育てに関する相談を誰にしていますか。多く当ては
まるものを３つ選んでください（複数回答）。

あなたが用事などで家を空けるときに、同居の家族以外で子どもの面倒を見て
くれる人はいますか。通常、幼稚園・保育園にお子さんを通わせている時間は
除いてお答えください。

現在、あなたはお子さんの子育てに関する相談を誰にしていますか。多く当てはま

るものを３つ選んでください（複数回答）。

31



　② 用事がある時に同居家族以外で子どもをみてくれる人の有無

　

　 　同居の家族以外で子どもをみてくれる人について聞いたところ、全体では「いる」

が 65.3%、「いない」が 34.7% になっています。

 

 

　③ 同居家族以外で子どもの面倒を見てくれる主な人

　 　子どもをみてくれる人として、全体では「祖父母や親戚」が最も高く 92.7% となっ

ており、次いで「母親の友人・知人」3.7％、「その他」3.0％となっています。年齢別では、

１歳未満、１歳から１歳 6 か月未満、２歳から２歳 6 ヶ月未満で「祖父母や親戚」が

100% と高い割合となっています。家族形態別では「母＋子」と「父＋子＋祖父母」の

両親どちらかがいない世帯の方が両親のいる世帯よりも面倒をみてくれる人が「いる」

傾向が高くみられます。

面倒を見てくれる主な人 1 人に〇をつけてください。

あなたが用事などで家を空けるときに、同居の家族以外で子どもの面倒を見てくれ

る人はいますか。通常、幼稚園・保育園にお子さんを通わせている時間は除いてお

答えください。

 6 

 

 

★P13 表の下に 1行空けて挿入 

③子どもの平日の遊び相手についてその他感じていること 

 

 

P22 

一番上の表 サイズは他の表に合わせてください 

 

 

 

P33 

 

 

問 6－2で「その他」を選んだ方は、具体的にどのように感じているか、お書きください。 
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（２）子育て広場や子育てサロンの利用について
　① 子育て広場等の利用の有無

　 　子育てサロンや広場の利用について聞いたところ、全体では「利用していない」

76.1%、「利用している」20.3%、「あることを知らない」3.2% となっており、年齢別で

は１歳児の「利用している」が 66.7% と最も高くなっています。家族形態別では「父

＋母＋子」で「利用していない」との回答が 82.7％となっている一方で、他の家族形

態においてはいずれも 10％未満と低い割合となっています。

（２）子育て広場や子育てサロンの利用について
①子育て広場等の利用の有無

子育てサロンや広場の利用について聞いたところ、全体では「利用していない」
、「利用している」 、「あることを知らない」 となっており、年齢

別では特に１歳児では「利用している」が と最も高くなっています。家族形
態別では「父＋母＋子」で「利用していない」との回答が ％となっている一方
で、他の家族形態においてはいずれも ％未満と低い割合となっています。

あなたは子育て広場や子育てサロンを利用していますか

（２）子育て広場や子育てサロンの利用について
①子育て広場等の利用の有無

子育てサロンや広場の利用について聞いたところ、全体では「利用していない」
、「利用している」 、「あることを知らない」 となっており、年齢

別では特に１歳児では「利用している」が と最も高くなっています。家族形
態別では「父＋母＋子」で「利用していない」との回答が ％となっている一方
で、他の家族形態においてはいずれも ％未満と低い割合となっています。

あなたは子育て広場や子育てサロンを利用していますかあなたは子育て広場や子育てサロンを利用していますか
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問 12 － 1 で「２．利用している」と答えた方にお聞きします。あなたは実際に週

何日子育て広場や子育てサロンに通っていますか。また、あなたが通いたいと思う

理想の日数はどれくらいですか。もっとよく当てはまる番号をひとつ選んでくださ

い。

　② 子育てサロンや広場の利用日数に関する理想と実際

　 　実際に週何日くらい子育てサロンや広場に通っているかについて聞いたところ、全

体では「週１～２日未満」80.4%、「週２～３日未満」15.7%、「週３日以上」3.9% となっ

ており、通いたいと思う理想の日数では「週１～２日未満」62.7%、「週２～３日未満」

25.5%、「週３日以上」11.8% になっています。年齢が低いほど通いたいと思う理想の

日数が多い傾向にあります。

 7 

 
 

P34～P35 

実際の日数や理想の日数の表 ４つを下記に差し替える 

 

 
 
 
 
 
 
 

 7 

 
 

P34～P35 

実際の日数や理想の日数の表 ４つを下記に差し替える 

 

 
 
 
 
 
 
 

 7 

 
 

P34～P35 

実際の日数や理想の日数の表 ４つを下記に差し替える 

 

 
 
 
 
 
 
 

 7 

 
 

P34～P35 

実際の日数や理想の日数の表 ４つを下記に差し替える 
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　③ 子育てサロン等利用の「実際の日数」が「理想の日数」よりも少ない理由

　 　実際に利用する日数が理想よりも少ない理由については、全体では「子どもの食事・

排泄・睡眠等のタイミングと合わない」が「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」

合わせて 83.3％と最も高くなっており、次いで「家事で忙しい」が「あてはまる」「や

やあてはまる」を合わせて 58.3%、「育児で忙しい」が 50.0% になっています。年齢別

では「子ども同士のトラブルへの対応がわからない、面倒」について年齢が上がるほ

ど「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と回答する割合が高くなる

傾向にあります。

 

問 12 －１で「実際の日数」が「理想の日数」よりも少なく答えた方にお聞きします。

その理由はどのようなものですか。

 8 

P37  
表）仕事で忙しいの下に追加挿入 
サイズは他の表と揃えてください 
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④実際の日数が理想の日数より少ない理由（その他）

理想とする通う日数よりも実際に通う日数が少ないことについての具体的理由に
ついての回答は下記の通りです（原文ママ）。

・親子で学び楽しめる子育てコミュニティがあることはとても心強く楽しめますが
産後のママ 歳までの にフォーカスした場があればもっとよりよい社会になると思
います。多様性の時代ですが、ママの悩みも多様化していると思います。
・子どもの習い事に行っている
・赤ちゃんの時は使っていたが、今は大きいので特に使わなくなった。

⑤ が子育て支援センターの利用に与える影響

今後の緊急事態下での利用について聞いたところ、全体では「感染対策を行った
上で利用したい」が最も高く「そう思う」 、「どちらかといえばそう思う」

とっています。次いで「屋外での遊びなら利用したい」の割合がそれぞれ
、 になっています。特に、 歳未満では「感染対策を行った上で利用し

たい」が「そう思う」 と高くなっています。

問 でその他と答えた方は、具体的な理由を教えてください。

今後、新型コロナウイルス感染拡大により再び緊急事態等になったとしても子育
て支援センター等が開いていれば利用したいですか。
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　④ 実際の日数が理想の日数より少ない理由（その他）

　 　理想とする通う日数よりも実際に通う日数が少ないことについての具体的理由につ

いての回答は下記の通りです（原文ママ）。

　・ 親子で学び楽しめる子育てコミュニティがあることはとても心強く楽しめますが産

後のママ ( １歳までの ) にフォーカスした場があればもっとよりよい社会になると

思います。多様性の時代ですが、ママの悩みも多様化していると思います。

　・子どもの習い事に行っている

　・赤ちゃんの時は使っていたが、今は大きいので特に使わなくなった。

　⑤ COVID-19 が子育て支援センターの利用に与える影響

　 　今後の緊急事態下での利用について聞いたところ、全体では「感染対策を行った上

で利用したい」が最も高く「そう思う」29.9%、「どちらかといえばそう思う」17.1% とっ

ています。次いで「屋外での遊びなら利用したい」の割合がそれぞれ 22.9%、20.9%

になっています。特に１歳未満では「感染対策を行った上で利用したい」が「そう思う」

55.6% と高くなっています。

 

 

 

 

④実際の日数が理想の日数より少ない理由（その他）

理想とする通う日数よりも実際に通う日数が少ないことについての具体的理由に
ついての回答は下記の通りです（原文ママ）。

・親子で学び楽しめる子育てコミュニティがあることはとても心強く楽しめますが
産後のママ 歳までの にフォーカスした場があればもっとよりよい社会になると思
います。多様性の時代ですが、ママの悩みも多様化していると思います。
・子どもの習い事に行っている
・赤ちゃんの時は使っていたが、今は大きいので特に使わなくなった。

⑤ が子育て支援センターの利用に与える影響

今後の緊急事態下での利用について聞いたところ、全体では「感染対策を行った
上で利用したい」が最も高く「そう思う」 、「どちらかといえばそう思う」

とっています。次いで「屋外での遊びなら利用したい」の割合がそれぞれ
、 になっています。特に、 歳未満では「感染対策を行った上で利用し

たい」が「そう思う」 と高くなっています。

問 でその他と答えた方は、具体的な理由を教えてください。

今後、新型コロナウイルス感染拡大により再び緊急事態等になったとしても子育
て支援センター等が開いていれば利用したいですか。

問 12 －３でその他と答えた方は、具体的な理由を教えてください。

今後、新型コロナウイルス感染拡大により再び緊急事態等になったとしても子育て

支援センター等が開いていれば利用したいですか。

（４） 子育てをしているときの感情について

子育てをしながら感じていることについて聞いたところ、「よくある」は全体で
高い順に「子どもに時間を取られて、自分のやりたいことができず、イライラす
る」 、「自分ひとりだけで子育てしているような気がする」 、「自分の
育て方でよいのかどうか不安になる」 となっています。
年齢別では、 歳未満が「毎日、育児の繰り返しばかりで、社会との絆が切れて

しまうように感じる」 ％となっており、他の年齢と比べて最も高くなっていま
す。
家族形態別では、すべての質問において「母＋子」（母子世帯）が「父＋母＋

子」（核家族世帯）よりも「まったくない」と答える割合が高くなっています。

子育てをしているとき、次のようなことを感じることはありますか？
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 （３）　子育てをしているときの感情について

　 　子育てをしながら感じていることについて聞いたところ、「よくある」は全体で高い

順に「子どもに時間を取られて、自分のやりたいことができず、イライラする」16.3%、「自

分ひとりだけで子育てしているような気がする」12.0%、「自分の育て方でよいのかど

うか不安になる」10.8% となっています。　　　　　　　　　

　 　年齢別では、１歳未満が「毎日、育児の繰り返しばかりで、社会との絆が切れてし

まうように感じる」33.3％となっており、他の年齢と比べて最も高くなっています。

　 　家族形態別では、すべての質問において「母＋子」が「父＋母＋子」よりも「まっ

たくない」と答える割合が高くなっています。

 

  

 

 

  

 

 

（４） 子育てをしているときの感情について

子育てをしながら感じていることについて聞いたところ、「よくある」は全体で
高い順に「子どもに時間を取られて、自分のやりたいことができず、イライラす
る」 、「自分ひとりだけで子育てしているような気がする」 、「自分の
育て方でよいのかどうか不安になる」 となっています。
年齢別では、 歳未満が「毎日、育児の繰り返しばかりで、社会との絆が切れて

しまうように感じる」 ％となっており、他の年齢と比べて最も高くなっていま
す。
家族形態別では、すべての質問において「母＋子」（母子世帯）が「父＋母＋

子」（核家族世帯）よりも「まったくない」と答える割合が高くなっています。

子育てをしているとき、次のようなことを感じることはありますか？

子育てをしているとき、次のようなことを感じることはありますか？
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６　第２子以上の出産について
　 　今後の出産について聞いたところ、「今の人数が理想である」が最も高く 30.7%、「あ

と１人の予定」20.3%、「あと２人の予定」4.8% となっています。これらの理由として

高い順に「子どもは可愛いから」82.8%、「複数子どもがいる人を見て良いなと思った

から」57.8% と回答しており、周囲にいる複数子どもを持つ人の人数がどれ位いると

感じているかについては、全体で「まあまあいる」が最も高く 47.0% となっています。

子どものきょうだい数においては、高い順に「４人」が「たくさんいる」57.1%、「３

人」が「たくさんいる」56.7%、「１人」が「たくさんいる」42.6% と答えており、「３人」

以上は「１人」よりも 14 ポイント以上高くなっています。きょうだい数の増加と比例

して、周囲に「たくさんいる」と感じる割合が高くなる傾向のようにみえる一方、きょ

うだい数「２人」が周囲に「たくさんいる」33.3% と比較して、「１人」が「たくさん

いる」42.6% と 9 ポイント以上高くなっています。

（１）今後の出産について
　① 出産願望の有無

　 　今後の出産願望について聞いたところ、全体では「今の人数が理想である」が最も

高く 30.7% となっています。年齢別にみると、１歳未満から３歳未満において「あと

１人の予定」「あと２人の予定」が３歳以上と比べて高くなっています。

 

６ 第２子以上の出産について
今後の出産について聞いたところ、「今の人数が理想である」が最も高く

、「あと 人の予定」 、「あと 人の予定」 となっています。こ
れらの理由として高い順に「子どもは可愛いから」 、「複数子どもがいる人
を見て良いなと思ったから」 と回答しており、周囲にいる複数子どもを持つ
人の人数がどれ位いると感じているかについては、全体で「まあまあいる」が最も
高く となっています。子どものきょうだい数においては、高い順に「 人」
が「たくさんいる」 、「 人」が「たくさんいる」 、「 人」が「たく
さんいる」 と答えており、「 人」以上は「 人」よりも ポイント以上高
くなっています。きょうだい数の増加と比例して周囲に「たくさんいる」と感じる
割合が高くなる傾向のようにみえる一方、きょうだい数「 人」が周囲に「たくさ
んいる」 と比較して、「 人」が「たくさんいる」 と ポイント以上高
くなっています。

（１）今後の出産について
①出産願望の有無

今後の出産願望について聞いたところ、全体では「今の人数が理想である」が最
も高く となっています。年齢別では１歳未満から 歳未満において「あと
人の予定」「あと 人の予定」が 歳以上と比べて高くなっています。

これからお子さんを産むことを望まれますか。最もよく当てはまるものを下記か
ら１つお選びください。

これからお子さんを産むことを望まれますか。最もよく当てはまるものを下記から

１つお選びください。
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　② 出産を希望する理由

　 　今後の出産理由について聞いたところ、「あてはまる」と回答したのは、全体で高い

順に「子どもは可愛いから」82.8%、「複数子どもがいる人を見て良いなと思ったから」

57.8%、「年齢的なタイミングやリミットを感じたから」51.6% となっています。年齢

別では２歳から３歳の「子どもは可愛いから」が他の年齢より低くなっています。

 

  

②出産を希望する理由

今後の出産理由について聞いたところ、「あてはまる」のは、全体では高い順に
「子どもは可愛いから」 、「複数子どもがいる人を見て良いなと思ったか
ら」 、「年齢的なタイミングやリミットを感じたから」 となっていま
す。年齢別では 歳から 歳で「子どもは可愛いから」が他の年齢より低くなって
います。

「あと 人の予定」、「あと 人の予定」と答えた方にお聞きします。これから
更にお子さんを産むことを望まれるのはなぜですか？

②出産を希望する理由

今後の出産理由について聞いたところ、「あてはまる」のは、全体では高い順に
「子どもは可愛いから」 、「複数子どもがいる人を見て良いなと思ったか
ら」 、「年齢的なタイミングやリミットを感じたから」 となっていま
す。年齢別では 歳から 歳で「子どもは可愛いから」が他の年齢より低くなって
います。

「あと 人の予定」、「あと 人の予定」と答えた方にお聞きします。これから
更にお子さんを産むことを望まれるのはなぜですか？「あと 1 人の予定」、「あと２人の予定」と答えた方にお聞きします。これから更に

お子さんを産むことを望まれるのはなぜですか？
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　③ その他の出産を希望する理由

　　その他の理由についての回答は下記の通りとなっています（原文ママ）。

　・ 現在第二子妊娠中で、可能なら三人目も欲しいが、年齢経済の面で諦めている。保

育園に入れると確定していればまた違うが今はまだ諦めるしかないと感じている。

　・こどもがきょうだいを欲しがっている

　・大家族に憧れるが、金銭的に難しい

　・兄妹がいることで、将来自分達がいなくなったときに一人にならないように。

　・現実的に厳しいから。

③出産を希望する理由（その他）

その他の理由についての回答は下記の通りとなっています（原文ママ）。

・現在第二子妊娠中で、可能なら三人目も欲しいが、年齢経済の面で諦めている。
保育園に入れると確定していればまた違うが今はまだ諦めるしかないと感じてい
る。
・こどもがきょうだいを欲しがっている
・大家族に憧れるが、金銭的に難しい
・兄妹がいることで、将来自分達がいなくなったときに一人にならないように。
・現実的に厳しいから。

問 でその他を選んだ方は、具体的に理由をおかきください。問９－２ でその他を選んだ方は、具体的に理由をお書きください。
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　④ 周囲の人は第２子を出産しているか

　 　周囲にいる複数子どもを持つ人の人数がどれ位いると感じているかについて聞いた

ところ、全体で最も高いのが「まあまあいる」47.0%、次いで「たくさんいる」40.6% になっ

ています。

　 　年齢別では１歳から１歳半未満で「ほとんどいない」16.7% が最も高く、その他の

年齢では 5% 以下になっています。

　

   

７　保護者の就労状況　
　 　母親の就労状況について聞いたところ、全体で「パート・アルバイト・契約社員・

嘱託」が最も高く 32.4%、１歳から１歳５ヶ月未満では「正規の職員・従業員」58.3%

と最も高くなっています。全体で「専業主婦」や「働いていない」が合わせて 16.8%

で、１歳未満で「産休・育休中」44.4%、「専業主婦」33.3％と高い割合になっています。

家族形態別にみると、「父＋母＋子」で高い順に「パート・アルバイト・契約社員・嘱

託」が 33.3%、「正規の職員・従業員」26.8%、「専業主婦」「働いていない」は合わせ

て 18.4% になっています。「母＋子」で高い順に「正規の職員・従業員」44.4%、「パー

ト・アルバイト・契約社員・嘱託」が 33.3% と、「父＋母＋子」よりも高い割合で「正

規の職員・従業員」に就いています。一方、「母＋子」で「働いていない」「専業主婦」

は合わせて 0.0% となっています。

　 　父親の就労状況について聞いたところ、全体で「正規の職員・従業員」が最も高く

81.6%、「専業主夫」や「働いていない」は合わせて 0.4% で母親の場合との開きは 15

④周囲の人は第２子を出産しているか

周囲にいる複数子どもを持つ人の人数がどれ位いると感じているかについて聞い
たところ、全体で最も高いのが「まあまあいる」 、次いで「たくさんいる」

になっています。
年齢別では１歳から 歳半未満で「ほとんどいない」 が最も高く、その他

の年齢では 以下になっています。

７ 保護者の就労状況
母親の就労状況について聞いたところ、全体で「パート・アルバイト・契約社

員・嘱託」が最も高く 、１歳から１歳５ヶ月未満では「正規の職員・従業
員」 と最も高くなっています。全体で「専業主婦」や「働いていない」が合
わせて で、１歳未満で「産休・育休中」 、「専業主婦」 ％と高い割
合になっています。家族形態別にみると、「父＋母＋子」（核家族世帯）で高い順
に「パート・アルバイト・契約社員・嘱託」が 、「正規の職員・従業員」

、「専業主婦」「働いていない」は合わせて になっています。「母＋
子」（母子世帯）で高い順に「正規の職員・従業員」 、「パート・アルバイ
ト・契約社員・嘱託」が と、「父＋母＋子」（核家族世帯）よりも高い割合
で正規の職員・従業員」に就いています。一方、「母＋子」（母子世帯）で「働い
ていない」「専業主婦」は合わせて となっています。
父親の就労状況について聞いたところ、全体で「正規の職員・従業員」が最も高

く 、「専業主夫」や「働いていない」は合わせて で母親の場合との開き

あなたの周囲に第 子以上の子どもを持つ人はどれ位いると感じていますか。あなたの周囲に第２子以上の子どもを持つ人はどれ位いると感じていますか。
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ポイント以上あります。年齢別では、１歳未満で「正規の職員・従業員」が 88.9%、「家

業に従事している」が 11.1％と高く、１歳から１歳 6 か月未満では「正規の職員・従業員」

が 80.0％、次いで「パート・アルバイト・契約社員・嘱託」20.0％と高くなっています。

家族形態別にみると、「父＋母＋子」で高い順に「正規の職員・従業員」が 84.5%、「自

業を経営している」9.9%、「パート・アルバイト・契約社員・嘱託」2.8％となっています。

「父＋母＋子＋祖父母」で「自業を経営している」が 31.8% と高くなっています。

　 　 平日の日中以外の勤務があるかないかについて聞いたところ、「父＋子＋祖父母」

で「ある」との回答が「母＋子」と同様に 100% を占めており、「父＋母＋子」を含む

全ての家族形態よりも高くなっています。

（１）母親の就労状況について
　① 母親の働き方

　 　母親の働き方について聞いたところ、全体では、「パート・アルバイト・契約社員・嘱託」

が最も高く 32.4%、次いで「正規の職員・従業員」28.0%、「専業主婦」「働いていない」

合わせて 16.8% となっています。

　 　年齢別では、１歳未満では「産休・育休中」が 44.4%、「専業主婦」が 33.3％と高く、

１歳 6 か月未満では「正規の職員・従業員」が 58.3％と高くなっています。

　 　家族形態別にみると、「父＋母＋子」で高い順に「パート・アルバイト・契約社員・

嘱託」が 33.3%、「正規の職員・従業員」26.8%、「専業主婦」「働いていない」は合わ

せて 18.3% になっています。「母＋子」では高い順に「正規の職員・従業員」44.4%、「パー

ト・アルバイト・契約社員・嘱託」が 33.3% と、「父＋母＋子」よりも正規雇用が高い

割合となっています。

 

 

お子さんのお母さんは、現在どのような形で働いていますか？一番近いもの１つに

〇をつけてください。（仕事を複数している場合は主な仕事について教えてくださ

い。父子世帯等で、お子さんがいない場合は問５にお進みください。）
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　② 母親の業種

　 　母親の業種について聞いたところ、全体では「医療・福祉」が最も高く 27.1%、次

いで「教育・学習支援」14.5%、「サービス業」12.6％となっていますが、年齢別にみ

ると、１歳未満では「医療・福祉」が 33.3%、２歳から２歳 6 か月未満では「建設業」

が 26.7% と高くなっています。

　 　家族形態別では「母 + 子 + 祖父母」で「医療・福祉」60.0%、「父 + 母 + 子 + 祖父母」

30.0% となっており、「母＋子」では「サービス業」ならびに「公務」25.0％となって

問４－１で１－８と答えた方にお聞きします。お母さんがお勤めの業種は下記のど

れに当てはまりますか。一番近いもの１つに〇をつけてください。（仕事を複数し

ている場合は、主な仕事について教えてください）
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③その他の出産を希望する理由 に修正 

 

P51 一番下の表を以下に差し替え 

 

 

 

＊P52  
1行目の表を以下に差し替え 
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P52 
②母親の業種の表を以下に差し替え 

 

 
↓ 
明らかにもとのより小さいので再修正 
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います。

　③ 母親の平日日中以外の勤務について

　 　母親の平日の日中以外の勤務の有無について聞いたところ、全体では「ある」

47.3%、「ない」51.7% となっています。年齢別にみると１歳未満が「ある」66.7%、１

歳から１歳６ヶ月未満が 60.0% と高くなっており、家族形態別では「母 + 子 + 祖父母」

で 100% になっています。

 

　④ 妊娠・出産・結婚を機にした退職割合や心境

　 　現在、主婦や仕事をしてないと答えた人に、妊娠・出産や結婚という出来事が退職

③母親の平日日中以外の勤務について

母親の勤務形態について聞いたところ、全体では「ある」 、「ない」
となっています。年齢別にみると１歳未満が「ある」 、 歳から１歳６ヶ月未
満が と高くなっており、家族形態別では「母 子 祖父母」（母子祖父母同居
世帯）で になっています。

④妊娠・出産・結婚を機にした退職割合や心境

現在、主婦や仕事をしてないと答え方人に、妊娠・出産や結婚という出来事が退
職理由になっていたのかを聞いたところ、全体で「はい」 となっています。
年齢別では「１歳未満」「２歳６ヶ月から３歳未満」「５歳」のそれぞれが
となっています。家族形態別にみると「父 母 子 祖父母」（家族祖父母同居世
帯）、「母＋子＋祖父母」（母子祖父母世帯）ともに「はい」が 、「父＋母
＋子」（核家族世帯）においても と高くなっています。

問４－１で１－８と答えた方にお聞きします。お子さんのお母さんは平日の日中
以外の勤務がありますか。

問４－１で「９．専業主婦」「 ．働いていない」を選んだ方にお聞きします。
と答えた方にお聞きします。あなたは結婚や妊娠・出産を機に仕事をやめました
か。

問４－１で１－８と答えた方にお聞きします。お子さんのお母さんは平日の日中以

外の勤務がありますか。

問４－１で「９．専業主婦」「10．働いていない」を選んだ方にお聞きします。あ

なたは結婚や妊娠・出産を機に仕事をやめましたか。
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P52 
②母親の業種の表を以下に差し替え 

 

 
↓ 
明らかにもとのより小さいので再修正 
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理由になっていたのかを聞いたところ、全体で「はい」90.5% となっています。年齢

別では「１歳未満」「２歳６ヶ月から３歳未満」「５歳」のそれぞれが 100% となって

います。家族形態別にみると「父 + 母 + 子 + 祖父母」、「母＋子＋祖父母」ともに「はい」

が 100%、「父＋母＋子」においても 89.7% と高くなっています。

 

 

　⑤ 結婚、妊娠、出産を機に退職したことへの現在の心境

　 　妊娠等を理由に退職したことについての心境を聞いたところ、「自分自身で退職を選

んだので、今は納得している」が 63.2% と最も高く、次いで「できれば仕事を続けたかっ

たが、今は納得している」21.1% となっています。年齢別では１歳未満で「自分自身

で退職を選んだが、今は後悔している」が 33.3% と最も高くなっています。家族形態

別では「母 + 子 + 祖父母」で「自分自身で退職を選んだので、今は納得している」が

100% となっています。

 

⑤結婚、妊娠、出産を機に退職したことへの現在の心境

妊娠等を理由に退職したことについての心境を聞いたところ、「自分自身で退職
を選んだので、今は納得している」 と最も高く、次いで「できれば仕事を続
けたかったが、今は納得している」 となっています。年齢別では１歳未満で
「自分自身で退職を選んだが、今は後悔している」が と最も高くなっていま
す。家族形態別では「母 子 祖父母」（母子祖父母世帯）で「自分自身で退職を選
んだので、今は納得している」が となっています。

問４－５で「はい」と答えられた結婚や妊娠・出産を機に仕事をやめた方にお伺
いします。仕事を辞めたことについての今の気持ちとして最もよくあてはまるも
の一つに〇をつけてください。

⑤結婚、妊娠、出産を機に退職したことへの現在の心境

妊娠等を理由に退職したことについての心境を聞いたところ、「自分自身で退職
を選んだので、今は納得している」 と最も高く、次いで「できれば仕事を続
けたかったが、今は納得している」 となっています。年齢別では１歳未満で
「自分自身で退職を選んだが、今は後悔している」が と最も高くなっていま
す。家族形態別では「母 子 祖父母」（母子祖父母世帯）で「自分自身で退職を選
んだので、今は納得している」が となっています。

問４－５で「はい」と答えられた結婚や妊娠・出産を機に仕事をやめた方にお伺
いします。仕事を辞めたことについての今の気持ちとして最もよくあてはまるも
の一つに〇をつけてください。

問４－５で「はい」と答えられた結婚や妊娠・出産を機に仕事をやめた方にお伺い

します。仕事を辞めたことについての今の気持ちとして最もよくあてはまるもの一

つに〇をつけてください。
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　⑥ 専業主婦の仕事や子育てに対する状況や気持ち

　 　専業主婦や働いていないと答えた人を対象に、再就職をめぐる状況や心境について

聞いたところ、全体では「子育てに専念したい」38.1% と最も高く、次いで「子ども

の預け先がない」23.8%、「条件に合う雇用先がない」19.0% となりました。年齢別で

は１歳未満で「条件に合う雇用先がない」66.7% と高くなっていますが、家族形態別

にみると「父 + 母 + 子 + 祖父母」では「子育てに専念したい」「子どもの預け先がない」

がともに 50.0% と高くなっています。

 15 

P55  
小見出しを下記内容に修正 

⑥専業主婦やの働いていないこと仕事や子育てに対する状況や気持ち 

 
母親仕事―主婦など状況の表２つを下記に差し替え 

 
 
 
P56 中段の表を以下に差し替え 
 

   
 

⑥専業主婦や働いていないことに対する状況や気持ち

専業主婦や働いていないと答えた人を対象に、再就職をめぐる状況や心境につい
て聞いたところ、全体では「子育てに専念したい」 と最も高く、次いで「子
どもの預け先がない」 、「条件に合う雇用先がない」 となりました。年
齢別では１歳未満で「条件に合う雇用先がない」 と高くなっていますが、家
族形態別にみると「父 母 子 祖父母」（家族祖父母同居世帯）では「子育てに専
念したい」「子どもの預け先がない」がともに と高くなっています。

（２）父親の就労状況について
①父親の働き方

お子さんのお父さんは、現在どのような形で働いていますか。１番近いもの１つ
に〇をつけてください。（仕事を複数している場合は主な仕事について教えてく
ださい。母子世帯等で、お父さんがいない場合は問６－１にお進みください。）

問５－１で「９．専業主婦」「 ．働いていない」と答えた方にお聞きします。
現在のあなたの子育てや仕事に対する状況やお気持ちとして、もっともよく当て
はまるものを下記から つ選んで〇をつけてください。

問５－１で「９．専業主婦」「10．働いていない」と答えた方にお聞きします。現

在のあなたの子育てや仕事に対する状況やお気持ちとして、もっともよく当てはま

るものを下記から 1 つ選んで〇をつけてください。
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お子さんのお父さんは、現在どのような形で働いていますか。１番近いもの１つに

〇をつけてください。（仕事を複数している場合は主な仕事について教えてくださ

い。母子世帯等で、お父さんがいない場合は問６－１にお進みください。）

（２）父親の就労状況について　
　① 父親の働き方

 　

　 　父親の働き方について聞いたところ、全体では、「正規の職員・従業員」が最も高く

81.6%、次いで「自業を経営している」12.6%、「パート・アルバイト・契約社員・嘱託」

2.5％、「働いていない」0.4% となっています。 

　 　年齢別では、１歳未満では「正規の職員・従業員」が 88.9%、「家業に従事している」

が 11.1％と高く、１歳 6 か月未満では「正規の職員・従業員」80.0％、次いで「パート・

アルバイト・契約社員・嘱託」20.0％と高くなっています。 

　 　家族形態別にみると、「父＋母＋子」で高い順に「正規の職員・従業員」が 84.5%、「自

業を経営している」9.9%、「パート・アルバイト・契約社員・嘱託」2.8％となっています。

「父＋母＋子＋祖父母」では「自業を経営している」が 31.8% と最も高くなっています。

 15 

P55  
小見出しを下記内容に修正 

⑥専業主婦やの働いていないこと仕事や子育てに対する状況や気持ち 

 
母親仕事―主婦など状況の表２つを下記に差し替え 

 
 
 
P56 中段の表を以下に差し替え 
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　② 父親の業種

　 　父親の業種について聞いたところ、全体では「サービス業」が最も高く 15.1%、次

いで「公務」13.0%、「建設業」「卸売業、小売業、飲食店」ともに 10.9％となっていま

すが、年齢別にみると１歳未満では「サービス業」「公務」ともに 22.2%、２歳から２

歳 6 か月未満では「建設業」が 26.7% と最も高くなっています。 

　 　家族形態別では、「父 + 子 + 祖父母」で「建設業」100%、「父＋母 + 子 + 祖父母」で「卸

売業、小売業、飲食店」22.7% と高くなっています。

   

 16 

 
 
P57 1行目父親の業種の表を差し替え 

 

 
 
P58 
 
④専業主夫の就労をめぐる状況  
下記テキストボックスを挿入 
                                      
 問 5-1で「９．専業主夫」、「10.働いていない」と答えた方にお聞きします。現
在のあなたの子育てや仕事に関する状況やお気持ちとして、もっともよく当て
はまるものを下記から 1つ選んで◯をつけてください。 
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P57 1行目父親の業種の表を差し替え 

 

 
 
P58 
 
④専業主夫の就労をめぐる状況  
下記テキストボックスを挿入 
                                      
 問 5-1で「９．専業主夫」、「10.働いていない」と答えた方にお聞きします。現
在のあなたの子育てや仕事に関する状況やお気持ちとして、もっともよく当て
はまるものを下記から 1つ選んで◯をつけてください。 

問５－１で１－８と答えた方にお聞きします。お父さんがお勤めの業種は下記のど

れに当てはまりますか。一番近いもの１つに〇をつけてください。（仕事を複数し

ている場合は、主な仕事について教えてください。母子世帯等で、お父さんがいな

い場合は問６－１にお進みください。）
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　③ 父親の平日日中以外の勤務について

 

　 　父親の平日の日中以外の勤務の有無について聞いたところ、全体では「ある」

77.3%、「ない」21.8% となっています。年齢別にみると１歳未満では「ない」44.4%

と最も高くなっており、２歳から２歳半未満では 6.7% と最も低くなっています。　　

　 　家族形態別にみると「父 + 子 + 祖父母」では「ある」との回答が 100% となっています。

 

 

　④ 専業主夫の仕事や子育てに対する状況や気持ち

　 　専業主夫や働いていないと答えた人を対象に、再就職をめぐる状況や心境について

④専業主夫の就労をめぐる状況

専業主夫や働いていないと答えた人を対象に、再就職をめぐる状況や心境につい
て聞いたところ、「健康上の理由で働けない」が となっています。

８ 自由回答
１ コロナ禍について
・コロナ禍ということもあり、公園でも少し距離をとって遊ぶ場面が多く、子の社
会性の発達の場の機会が失われている気がしている
・コロナで縮小されていることが多くて悲しい
・コロナコロナでイベントや行事、遊べる機会が無くなり過ぎなので、何でもかん
でも無くさないで普通に開催して欲しいと常に思ってます☆

（２）子どもの遊びや遊び場所について
・子どもを遊ばせながら、仕事の打ち合わせをする場所、または、遊ばせながらマ
マ友とおしゃべりする場所があればいいと思います。子どもが大きな声で遊んでも
周りを気にしなくていい場所。現在は音更のエコロジーパークのみなんです。子供
を連れて友達とカフェに行っても大きな声で遊べないし、児童会館に行っても親が
コーヒー飲みながらゆっくり子供を見る。感じでもないので…。
・十勝は室内で遊べる場所がなさすぎる
・子どもと遊べる場所が少ない
・子どもを育てるにあたり、公園などの戸外では整備され遊べる場所が増えてきて
嬉しいと思う反面、雪国である帯広、冬場は公園などは閉鎖され遊べる場所がぐん
と少なくなることがとても残念。児童会館がリニューアルしたことはとても喜ばし
く嬉しいが、あのような場所がもっと増えたらいいなと思う。 今はリニューアルさ
れたばかりな事もあり、子どもがたくさんいて密になっているという話も聞くため
…)
・様々な遊具がある大型の室内遊戯場のような所があれば嬉しい（特に冬季間）

③父親の平日日中以外の勤務の有無

父親の平日の日中以外の勤務形態について聞いたところ、全体では「ある」
、「ない」 となっています。年齢別にみると１歳未満では「ない」
と最も高くなっており、２歳から２歳半未満では と最も低くなっていま

す。
家族形態別にみると「父 子 祖父母」（父子祖父母同居世帯）では「ある」との

回答が となっています。

問５－１で１－８と答えた方にお聞きします。お子さんのお父さんは平日の日中
以外の勤務がありますか。

問５－１で１－８と答えた方にお聞きします。お子さんのお父さんは平日の日中以

外の勤務がありますか。
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P57 1行目父親の業種の表を差し替え 

 

 
 
P58 
 
④専業主夫の就労をめぐる状況  
下記テキストボックスを挿入 
                                      
 問 5-1で「９．専業主夫」、「10.働いていない」と答えた方にお聞きします。現
在のあなたの子育てや仕事に関する状況やお気持ちとして、もっともよく当て
はまるものを下記から 1つ選んで◯をつけてください。 

問５－１で「９．専業主夫」、「10. 働いていない」と答えた方にお聞きします。現

在のあなたの子育てや仕事に関する状況やお気持ちとして、もっともよく当てはま

るものを下記から１つ選んで◯をつけてください。
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聞いたところ、「健康上の理由で働けない」が 100% となっています。

８　自由回答

　 　日頃の子育て支援や子育て生活について感じていることについて聞いたところ、下

記のような回答内容となっています（原文ママ）。

（１) コロナ禍について
　・ コロナ禍ということもあり、公園でも少し距離をとって遊ぶ場面が多く、子の社会

性の発達の場の機会が失われている気がしている

　・コロナで縮小されていることが多くて悲しい

　・ コロナコロナでイベントや行事、遊べる機会が無くなり過ぎなので、何でもかんで

も無くさないで普通に開催して欲しいと常に思ってます☆

（２）子どもの遊びや遊び場所について
　・ 子どもを遊ばせながら、仕事の打ち合わせをする場所、または、遊ばせながらママ

友とおしゃべりする場所があればいいと思います。子どもが大きな声で遊んでも周

りを気にしなくていい場所。現在は音更のエコロジーパークのみなんです。子供を

連れて友達とカフェに行っても大きな声で遊べないし、児童会館に行っても親がコー

ヒー飲みながらゆっくり子供を見る。感じでもないので…。

　・十勝は室内で遊べる場所がなさすぎる

　・子どもと遊べる場所が少ない

　・ 子どもを育てるにあたり、公園などの戸外では整備され遊べる場所が増えてきて嬉

しいと思う反面、雪国である帯広、冬場は公園などは閉鎖され遊べる場所がぐんと

少なくなることがとても残念。児童会館がリニューアルしたことはとても喜ばしく

嬉しいが、あのような場所がもっと増えたらいいなと思う。( 今はリニューアルされ

たばかりな事もあり、子どもがたくさんいて密になっているという話も聞くため…)

　・様々な遊具がある大型の室内遊戯場のような所があれば嬉しい（特に冬季間）

　・ 有料でも良いので屋内のカラダ使って遊べる施設を拡充してほしい。例　釧路遊学館、

旭川もりもりパーク、恵庭りりあ　など

　・子育てには問題ないが、遊ぶ場所が少ないのでもっと作ってほしい

　・ 仕事と子育ての両立は大変ですが、子どもが可愛いので頑張れています。土日も使

最後に、日頃、子育て支援や子育て生活について感じていることがあればご自由に

ご記入ください。
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用できる、子育て支援センターのようなものがあればいいなと思います。平日は仕

事で行けないので。

　・ 土日でも支援センターが空いてたらと思いますがコロナで行けなくて残念です。開

放しててもみるサイトがわからない。

　・ こどもが遊ぶ場所が少ない。公園も遊具が古い。屋内も限られるため、遊ぶのは毎

回似たようなことをするしかない。子連れで外食する店が少ない。歩道等の道路状

況が悪い。ただ、動物園の年パスはお手頃で非常に良い！

　・ 帯広市に、有料でもいいので室内の赤ちゃんから就学前の子が遊べる、大型遊具場

などあればいいなと感じた。冬が寒すぎるのに室内で遊べる施設が少なすぎると感

じます。

　・ 子供がゲームや YouTube ばかりに頼り公園で遊ばなくなってきていて本当に残念。

公園も古い所は新しくしたり楽しくなるように工夫してほしいと思う。

　・ 赤ちゃんと少し歳の離れた兄弟が一緒に遊べる場が少ないと思うので、赤ちゃんも

安心して遊べる遊び場があると嬉しいです。

（３）子育てをする人同士の交流について
　・ 年齢的に若くないので、同じ年の子を持つお母さん方の交流の場が全くない。保育

所に預けているが、周りの母親若すぎて全く交流もなく、話すらしない。体力的また、

更年期に入っているせいか、イライラしてしまう

　・市外から来たので友達や知り合いがいない

　・ 自分が人付き合いが苦手でママ友がいません。気軽にママ友を作れるような環境が

ほしいです。

　・ 子育てサークルのようなコミニュティに参加することは苦手なので、地域の子育て

情報が交換できるサイトがあると良いなーと思う。(「ママリ」の十勝版のような )

　・ 私が住んでいる地域は割とアットホームな雰囲気で子育てできる環境にあるが、次

は少し大きな都市に引っ越すので、今までのような雰囲気で子育てできるかが不安。

地域みんなで育てる雰囲気で過ごせる街がもっと増えてほしい。

　・ 子供が幼稚園に行っている間は支援センターを利用できないので、相談したり話し

相手がいなく、寂しさを感じたり、悩むことがある。

　・ 成長とともに日々悩みは尽きないので、経験者から色々なアドバイスをもらえる場

が欲しい、お下がりなども気軽に交換出来る場があればいいと思う、あとは一人の

時間も母には必要で、社会の男性の体制がもっと子育てにも使われて欲しいです！！

　・ 子供が小さい頃は育休中で、ほぼ毎日支援センターに行っていました。ずっと仕事

をしてきたので、日中家に子供と一緒にいると、周りに置いていかれるような不安

があったのを覚えています。今は子供は保育園とも繋がっているので利用すること
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はあまりありませんが、保育園以外の慣れない集団に行くことが苦手で、森の交流

館や児童館のイベントに行っても参加せずに帰ってくることがよくあります。土日

はほぼ母子で過ごしているので、同じ顔ぶれの集団で親子で通える場所があればと

思っています。

　・ 子育ての交流の場に行くきっかけがなかなか掴めず、引越ししてきてから１度も行

けていないので、なにかきっかけがあればいいなといつも思っています。

　・ 帯広市は市外にくらべて子育て支援やお祭り、情報供給など充実しているほうだと

思うのでありがたい。お下がりや子育ての物資などを気軽にやりとりできる場が定

期的にあればとても助かると感じる。

（４）子育てに関する相談先
　・ 幼稚園児の子の、気軽に無料相談出来る子育て相談窓口がどこか分からないし、お

知らせもして欲しい。

　・ 私は運良く３歳児健診でひっかかり北斗病院を紹介してもらいすぐ診てもらうこと

が出来ましたが、他の方は予約に何ヶ月もかかるとか…。療育や病院での ST.OT な

どもっとたくさんあればいいかと思います。また、これから就学のことを考えなけ

ればなりませんが、情報がほとんど無いです。どこの誰に相談してこうしたらいい

など、友達以外は誰も教えてくれません。あと、相談するとこが色々あり過ぎてど

こに行けばいいのかもわからない。障害のある子の就学についてわかりやすい一連

の流れでもあればいいんですけどね。あとは、やっぱり毎日子育てで疲れない人は

いないですよね。１人の時間が欲しいです。

　・ 子育てに悩んでる方は沢山いると思います。悩んでる事を言える方もいれば、人と

関わるのが苦手で支援センターなど、人が集まる場所に行きたくても行けないでい

る方もいらっしゃると思います。苦手な方でも声を出して相談できるような場所が

あったりすればいいのかなぁとも思います。

　・ 仕事で忙しいお母さんが増え、地域の場に参加したり、何かを作り上げて行く余裕

のあるママが減っているように感じます。でも、子育ての悩みは尽きないので、気

軽に相談できる場があるとお母さんたちの助けになると思います。

　・ 保育所に行くようになってからは、先生との連絡ノートのやりとりや会話が、育児

に悩んだときの救いになってます。育休中は、たまに行く支援センターの職員さん

に話を聞いてもらうことで息抜きしてましたが、コロナで支援センターなどが使え

ないお母さんたちは、孤独なのでは…と感じます。

　・ 幼稚園やこども園に入園する際に、支援センターで情報収集をして、いろいろな幼

稚園やこども園に見学に行って、更には前日から並んだりしてとても大変な思いを

しました。もう少し門戸が開かれていると、情報収集できない保護者の方にも優し
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いと思います。また、育児を手伝う祖父母がおらず支援センターや保育園などに行

けない孤立した保護者への支援は必須だと思います。行政やそれに準ずる機関が手

厚いサポートをしていただけると子どもの健やかな成長につながると思います。

（５）子育て中の不安について
　・自分の子育てがこれでいいのかと不安になったりする

　・ 新型コロナウイルスの蔓延で行動拡大できない状況で、育児に不安を抱えていても

相談できる場に参加できない状況があると思うネットを利用して相談できる場を増

やすことができると良いのかもしれない。私は、職場復帰したことで相談できる相

手が増え、不安の解消は都度出来ているが、育児休暇中はそれができず一人抱えて

いたことがあったと振り返る。ぷれいおんとかちさんの今後のご活躍に期待してい

ます

　・保育園がなければ成長が毎日不安だったと思う。

（６）子どもの預け先や就労について
　・ 今は保育園に預けられているので特段ありません。預ける前のどこにも預け先がな

い時が身寄りが近くにおらず、苦労しました。ファミサポを知りつつ、良いものと

思いながらも、利用までの過程が長く負担に感じ繋げることなく終わりました。集

会所的な場で、短時間預けられる所があれば助かるなと思いました。

　・ ファミリーサポートのおかげで、土日の勤務がある仕事をこなせています。本当に

助かってます。仕事をするにあたり、小さい子を預けてまでやるべきかすごく悩み

ましたが、自分の人生を長い目でみて、今、この仕事を始めたら楽しく過ごせる未

来が描けたので、子どもたちが小さいうちは大変だけど、頑張ろうとはじめました。

もうすぐ働き出して１年です。仕事にはやりがいを感じ、楽しく過ごせてる一方、

余裕がないせいか子どもたちにイライラしてしまったり、仕事後３人を３カ所に迎

えに行って、上の子の宿題をみて、ご飯を作って、片付け、お風呂、寝かしつけ、

洗濯といういつものルーティンをこなすともうクタクタで、他にもやりたいことは

あるのだけど、できずに寝てしまいます。夫が仕事が忙しいのは頭ではわかってい

るのですが、何で自分ばっかり子どもたちのことをしなくてはいけないのかと悶々

としたり腹が立ったり、このままじゃいけないなと最近思っています。でも、具体

的にどうやったら今の現状から良くできるのか解決方法が分からないです。子ども

たちがもう少し大きくなるまで何とかやっていくしかないのかなぁと思って過ごし

ています。

　・ 認可保育園が不足していると感じます。下の子を出産する際、幸い認可外に上の子

を預けることができましたが、できれば役所に助けてほしいと感じました。保育料
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も世帯収入があるのでとても高額で使いづらいです。市の保育士が言うには、園を

選ばなければ入れるので充足している、とのことでしたが、保育内容、立地など利

用者が求めるものが充足しないと意味がないと思います。希望の保育園に入れない

家庭が一時保育を競って予約するよりなく、急用で利用したくてもできないことが

多いです。ファミリーサポートをすすめられても、使おうと思えません。研修を受

けただけの無資格の提供会員が、自宅など一般の住宅で子供を預かることに強い不

安を感じますし、その割には利用料が高額だと思います。安心できる保育者、安全

な施設を、安価に利用できるようになれば、親は楽になりますし、短時間からでも

社会に出やすくなります。通園している幼稚園はこども園ではないため、預かり保

育にかなり制限があります。そういったところも、産前産後はフォローが必要だと

感じました。

　・ 病院に行くことになった際、子供を気軽に預けられるところが欲しい。特に、不妊

治療などは、人に相談したくない事柄なので、子供連れで通院できるところは数少

なく、体制もよくないのが現状である。急に預けたいときに対応してくれるところ

がないのが、一番困っています。

　・ 子供がいることがハンディに感じることがある ( 周囲の目や支援のなさ ) 子供がい

て共働きを国は推奨しているのに、結局子供の預け先がなかったり、子供の病気で

休まざるを得ず、何のために働いているのかわからなくなる

　・子供が遊べる施設が欲しい。突発的に預ける事が必要となったときの施設が欲しい。

　・ 育児休業が職場によって取得出来る期間が違ってきてしまうことに不満を感じる。

子と一緒にいたい母親からすると不公平に感じてしまいます。

　・ 子育て支援センターの存在にはとても助けられていて、感謝しています。ただ、平

日は夫が車を使用するため、徒歩や公共交通機関で通うしかなく、少々不便を感じ

ています。また、リフレッシュや急用時に一時保育を利用したいと考えていましたが、

かなり競争率が高いと聞き、諦めました。求職中の保育園入園も、ポイントが低い

ため叶わないことのほうが多いようで、なかば諦めています。春に転入してきたば

かりなので、市が管轄する以外の子育て情報 ( 民間の預かり、保育園、幼稚園など )

をあつめにくく、子どもを誰かに預けたくても預けられない現状に不安を感じてい

ます。( ファミサポは興味があるのですが、実際の利用者の声などがみつけにくく、

漠然と不安がある )

（７）経済的支援について
　・ 子供が３人いますが、３人目はタダとかきくけど、実際はお金取られてるきがする

から出費がある。育児手当ももらえるだけありがたいが１ヶ月一万は少なく感じる。
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　・子供の医療費を中学生まで助成してほしい

　・ 帯広の子育て支援は近隣に比べると正直金銭面的なところが痛いところがあるなぁ

と思い、転居も考えていました（自分のところは医療費が特にかかるため）幸いにも、

療育もすぐにつながり保育所もいいところに当たっているため、今後はまだ継続し

て帯広にいるのが正解なのかなと思う一方、これが保育所に入れずに幼稚園に行っ

た方はどれだけの方が断られているのかも気になりました。

（８）その他
　・ぷれいおん・とかちのような場所がもっと広がってほしいと思います。

　・子育て中は自分の時間が少ない

　・ 子育ては大変なことも多いし、３人目の子が産まれてからは特に子どもの数だけ方

法もまったく違うなと痛感しています。でも大変な分だけ、幸福も感じられて、日々

恵まれているなと思います。

　・ 一緒にいる時間が長いことがかえって仇となるように感じる ( 家事が溜まったり、

自分のタイミングで行動できないと感じて苛立つ ) ことがあるので、母ひとりの時

間を持つために子を預け、働くことを考えるものの現時点で疲弊していて、いまひ

とつ踏み出せないでいてモヤモヤすることがあります。人付き合いも、嫌いではな

いはずなのですが無意識ながら気を使ってしまうのか、帰宅してどっと疲れてしま

うので消極的になりがちです。未就園のきょうだいが下にもいて、こんなに子と密

着できるのもあと数年だから味わおう、とも思いつつ、楽しみきれていないような

不全感もあります。矛盾と葛藤？がありますが、後悔しない選択をしていく、を重

ねていこうと言い聞かせています。取り留めもなく失礼しました。

　・ 春からぷれいおんのにじっこの活動、幼稚園のプレに通っています。とても充実し

た子育て生活を送れていると思います。にじっこ所属

　・ 子どもは社会のものであり、みんなで育てる雰囲気がもっとあると子育てが気持ち

的に楽になると思う。お金がかかるし、周りの協力も得られないだと子どもを産む

気持ちになれないし、漠然とした不安を抱いたまま育児をすることになる根本的な

原因が個人にないことを明らかにするだけで子育て世代は救われると思います。

　・ 子育てについては、今は保育園、小学校にあがり低学年のうちは学童を利用しよう

と思っています。仕事が遅くなる時は、お迎え時間との闘いです。平日あまり遊べ

ない分、土日休みはいっぱい遊ぶようにする事を心掛けています。いっぱい遊ぶ為

には、疲れを持ち越さない健康、身体作りが必要だと感じています。

　・ お散歩している園の子供たちに付き添う先生が少ない気がします 10 ～ 20 人程の園

児に対して２～３人しかついていません。

　・ 子供の数が増えるたびに子育てが楽しくなり、子供のおかげで親にさせてもらって
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感謝しています。コロナで家族や夫婦をしっかり見つめ直す機会を与えてもらい、

本当に大切なものが次々と見えて来ました。帯広市に、冬も遊べる屋内施設がもう

少し欲しいと感じています。

　・ 結局のところ、母親の負担が多すぎることに不公平感を感じている。子供も大事だ

けど仕事も大事。子供が熱を出したときに容赦なく休まなければいけないのは私で、

職場やお客さんに迷惑をかけるときに消えてしまいたい気持ちになる。子供が苦し

んでいるのに仕事の調整ばかり考える自分が母親として失格だと思ってしまう。実

際に子供を産んで育ててみて、こんな状況なら２人目は無理だと確信している。毎

日 18 時で帰ってくる、リモートワークが可能、という夫でない限り、２人目を授かっ

たとしても家庭が破綻すると思う。まわりに、２人目は？とばかり聞かれることに

違和感と嫌悪感を感じている。一人っ子はかわいそうだよ、とまで言われる。家庭

も多様化している現代、個人的なステレオタイプの考えを押しつけられると諸々つ

らい。結局頑張らないといけないのは母親。家庭に関わらない父親もかわいそう。

息子が大人になったときの世界が少しでも良くなっているように、いまから社会を

変えていかないといけないと思っている。少しずつ SNS で発信したり、身近な人と

育児情報の共有などから始めている。

　・ 保育士、幼稚園の先生の地位向上。所得制限による差をなくしてほしい。子供にか

かるお金はどこの家庭も一緒。税金もがっぽり取られるのに、子育てに関する補助

も全部なしは不公平に感じる。子供の人数も増えれば別に裕福な暮らしをしている

わけではない。現場を知る人が少子高齢化問題に取り組むべき

　・子育ては難しいです。

　・ 年齢がいってからの子供なので、子供の勢いについていけない。最近大病をし手術

もしたため、遊んであげたいが疲れてイライラしてしまう。そのせいなのか子供が

横目で見たり目をパチパチしたりするようになり凄い罪悪感…

　・ 仕事が休みの時以外は忙しくしているので、あまり構ってあげられていないので、

少し心配になるが、休みの日はなるべく公園やデパートなどにお出かけして、楽し

ませてあげようと思う。人の家庭の子育ての支援までする余裕は私にはないと感じ

てます。

　・ 両親ともに安定した仕事に就いて、３人の子どもにも恵まれて、幸せな生活が出来

ていることに感謝する毎日です。

　・ 平日の仕事家事幼稚園の送り迎えの何か一つでも１日だけでもしなくていい日があ

ると気が楽になる。平日は忙しくてあまり余裕が持てない。

　・子育て環境向上にご尽力くださりありがとうございます。
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Ⅱ 資料編
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祖

⺟

5．
祖

⽗

2。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
男

2．
⼥

3。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
１

歳
未

満

2．
１

歳
か

ら
１

歳
６

ヶ
⽉

未
満

3．
１

歳
６

ヶ
⽉

か
ら

２
歳

未
満

4．
２

歳
か

ら
２

歳
６

ヶ
⽉

未
満

5．
２

歳
６

ヶ
⽉

か
ら

３
歳

未
満

6．
３

歳
（

幼
稚

園
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

年
少

に
当

た
る

年
齢

）

7．
４

歳
（

幼
稚

園
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

年
中

に
当

た
る

年
齢

）

8．
５

歳
（

幼
稚

園
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

年
⻑

に
あ

た
る

年
齢

）

問
1 

あ
な

た
と

お
⼦

さ
ん

の
関

係
（

続
柄

）
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
お

⼦
さ

ん
か

ら
⾒

て
あ

な
た

は
下

記
の

ど
れ

に
当

て
は

ま
り

ま
す

か
。

問
2
-
1 

お
⼦

さ
ん

の
性

別
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

問
2
-
2 

お
⼦

さ
ん

の
年

齢
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。



4。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
1⼈

2．
2⼈

3．
3⼈

4．
４

⼈

5．
5⼈

以
上

5。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1．
⽗

＋
⺟

＋
⼦

2．
⽗

＋
⺟

＋
⼦

＋
祖

⽗
⺟

3．
⺟

＋
⼦

4．
⺟

＋
⼦

＋
祖

⽗
⺟

5．
⽗

＋
⼦

6．
⽗

＋
⼦

＋
祖

⽗
⺟

2 
お

⼦
さ

ん
の

お
⺟

さ
ん

、
お

⽗
さ

ん
の

お
仕

事
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

問
2
-
3 

お
⼦

さ
ん

の
き

ょ
う

だ
い

数
（

ア
ン

ケ
ー

ト
の

対
象

に
な

っ
て

い
る

お
⼦

さ
ん

を
含

む
）

を
教

え
て

く
だ

さ
い

 

問
3 

ご
家

族
に

含
ま

れ
る

⼈
の

組
み

合
わ

せ
と

し
て

、
も

っ
と

も
近

い
も

の
1つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
※

「
祖

⽗
⺟

」
と

は
、

お
⼦

さ
ん

の
祖

⽗
⺟

を
さ

し
ま

す
。

ま
た

、
祖

⽗
の

み
、

祖
⺟

の
み

の
場

合
も

「
祖

⽗
⺟

」
と

し
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。

6。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
正

規
の

職
員

・
従

業
員

2．
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

・
契

約
社

員
・

嘱
託

3．
派

遣
社

員

4．
⾃

業
を

経
営

し
て

い
る

5．
家

業
に

従
事

し
て

い
る

6．
内

職
・

フ
リ

ー
ラ

ン
ス

（
在

宅
ワ

ー
ク

含
む

）

7．
産

休
・

育
休

中

8．
学

⽣

9．
専

業
主

婦
 →

問
4-4に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

10．
働

い
て

い
な

い
 →

問
4-4に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

問
4
-
1 

お
⼦

さ
ん

の
お

⺟
さ

ん
は

、
現

在
ど

の
よ

う
な

形
で

働
い

て
い

ま
す

か
︖

⼀
番

近
い

も
の
1つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（

仕
事

を
複

数
し

て
い

る
場

合
は

主
な

仕
事

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。

⽗
⼦

世
帯

等
で

、
お

⺟
さ

ん
が

い
な

い
場

合
は

問
5に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

）



7。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1．
農

林
漁

業

2. 建
設

業

3. 製
造

業

4．
電

気
・

ガ
ス

・
熱

供
給

業

5．
情

報
通

信
業

6．
運

輸
業

7．
卸

売
業

、
⼩

売
業

、
飲

⾷
店

8．
⾦

融
業

、
保

険
業

、
不

動
産

業

9．
サ

ー
ビ

ス
業

10．
教

育
・

学
習

⽀
援

11. 医
療

・
福

祉

12. 公
務

8。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
あ

る

2．
な

い

問
4
-
2 

問
4
-
1で

1
~
8と

答
え

た
⽅

に
お

聞
き

し
ま

す
。

お
⺟

さ
ん

が
お

勤
め

の
業

種
は

下
記

の
ど

れ
に

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
⼀

番
近

い
も

の
1つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（

仕
事

を
複

数
し

て
い

る
場

合
は

、
主

な
仕

事
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
）

問
4
-
3 

問
4
-
1で

1
~
8と

答
え

た
⽅

に
お

聞
き

し
ま

す
。

お
⼦

さ
ん

の
お

⺟
さ

ん
は

平
⽇

の
⽇

中
以

外
の

勤
務

が
あ

り
ま

す
か

。

9。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1. ⼦
育

て
に

専
念

し
た

い

2. 条
件

に
合

う
雇

⽤
先

が
な

い

3. ⼦
ど

も
の

預
け

先
が

な
い

4. ⼦
ど

も
を

預
け

る
の

が
不

安

5. 健
康

上
の

理
由

で
働

け
な

い

6. 働
い

て
得

ら
れ

る
給

与
⾒

込
み

額
と

保
育

料
の

釣
り

合
い

が
取

れ
な

い

10。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1. は
い
→

問
4-6に

進
ん

で
く

だ
さ

い

2. い
い

え
→

問
5-1に

進
ん

で
く

だ
さ

い

11。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1. ⾃
分

⾃
⾝

で
退

職
を

選
ん

だ
が

、
今

は
後

悔
し

て
い

る

2. ⾃
分

⾃
⾝

で
退

職
を

選
ん

だ
の

で
、

今
は

納
得

し
て

い
る

3. で
き

れ
ば

仕
事

を
続

け
た

か
っ

た
の

で
、

今
は

後
悔

し
て

い
る

4. で
き

れ
ば

仕
事

を
続

け
た

か
っ

た
が

、
今

は
納

得
し

て
い

る

問
4
-
4 

問
4
-
1で

「
9
.専

業
主

婦
」

「
1
0
.働

い
て

い
な

い
」

を
選

ん
だ

⽅
に

お
聞

き
し

ま
す

。
現

在
の

あ
な

た
の

⼦
育

て
や

仕
事

に
対

す
る

状
況

や
お

気
持

ち
と

し
て

、
も

っ
と

も
よ

く
当

て
は

あ
る

も
の

を
下

記
か

ら
1つ

選
ん

で
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

問
4
-
5 

問
4
-
1で

「
9
.専

業
主

婦
」

「
1
0
.働

い
て

い
な

い
」

を
選

ん
だ

⽅
に

お
聞

き
し

ま
す

。
あ

な
た

は
結

婚
や

妊
娠

・
出

産
を

機
に

仕
事

を
や

め
ま

し
た

か
。

問
4
-
6 

問
4
-
5で

「
は

い
」

と
答

え
ら

れ
た

結
婚

や
妊

娠
・

出
産

を
機

に
仕

事
を

や
め

た
⽅

に
お

伺
い

し
ま

す
。

仕
事

を
辞

め
た

こ
と

に
つ

い
て

の
今

の
お

気
持

ち
と

し
て

最
も

よ
く

あ
て

は
ま

る
も

の
⼀

つ
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。



12。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
正

規
の

職
員

・
従

業
員

2．
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

・
契

約
社

員
・

嘱
託

3．
派

遣
社

員

4．
⾃

業
を

経
営

し
て

い
る

5. 家
業

に
従

事
し

て
い

る

6．
内

職
・

フ
リ

ー
ラ

ン
ス

（
在

宅
ワ

ー
ク

含
む

）

7．
学

⽣

8．
産

休
・

育
休

9．
専

業
主

夫
 →

問
5-3に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

10．
働

い
て

い
な

い
 →

問
5-3に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

問
5
-
1 

お
⼦

さ
ん

の
お

⽗
さ

ん
は

、
現

在
ど

の
よ

う
な

形
で

働
い

て
い

ま
す

か
。

１
番

近
い

も
の

１
つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（

仕
事

を
複

数
し

て
い

る
場

合
は

、
主

な
仕

事
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
⺟

⼦
世

帯
等

で
お

⽗
さ

ん
が

い
な

い
場

合
は

問
6
-
1に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

）

13。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1．
農

林
漁

業

2. 建
設

業

3．
製

造
業

4．
電

気
・

ガ
ス

・
熱

供
給

業

5．
情

報
通

信
業

6．
運

輸
業

7．
卸

売
業

、
⼩

売
業

、
飲

⾷
店

8．
⾦

融
業

、
保

険
業

、
不

動
産

業

9．
サ

ー
ビ

ス
業

10．
教

育
・

学
習

⽀
援

11. 医
療

・
福

祉

12. 公
務

14。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
あ

る

2．
な

い

問
5
-
2 

問
5
−
1で

1
~
8と

答
え

た
⽅

に
お

聞
き

し
ま

す
。

お
⽗

さ
ん

が
お

勤
め

の
業

種
は

下
記

の
ど

れ
に

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
⼀

番
近

い
も

の
1つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（

仕
事

を
複

数
し

て
い

る
場

合
は

、
主

な
仕

事
に

つ
い

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
⺟

⼦
世

帯
等

で
お

⽗
さ

ん
が

い
な

い
場

合
は

問
6
-
1に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

）

問
5
-
2
-
2 

問
5
-
1で

1
~
8と

答
え

た
⽅

に
お

う
か

が
い

し
ま

す
。

お
⼦

さ
ん

の
お

⽗
さ

ん
は

、
平

⽇
の

⽇
中

以
外

の
勤

務
が

あ
り

ま
す

か
。



15。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1. ⼦
育

て
に

専
念

し
た

い
の

で
仕

事
は

ず
っ

と
持

た
な

い
予

定

2. で
き

れ
ば

仕
事

を
し

た
い

が
条

件
に

合
う

雇
⽤

先
が

な
い

3. ⼦
ど

も
が

あ
る

程
度

育
っ

た
ら

仕
事

を
し

た
い

4. ⼦
ど

も
の

預
け

先
が

な
い

5. 健
康

上
の

理
由

で
働

け
な

い

6. 働
い

て
得

ら
れ

る
給

与
⾒

込
み

額
と

保
育

料
の

釣
り

合
い

が
取

れ
な

い

7. 配
偶

者
の

勤
務

の
都

合
で

仕
事

が
で

き
な

い

3 
お

⼦
さ

ん
の

⽣
活

と
⼦

育
て

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。

16。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
5
-
3 

問
5
-
1で

「
9
.専

業
主

夫
」

、
「
1
0
.働

い
て

い
な

い
」

と
答

え
た

⽅
に

お
聞

き
し

ま
す

。
現

在
の

あ
な

た
の

⼦
育

て
や

仕
事

に
対

す
る

状
況

や
お

気
持

ち
と

し
て

、
も

っ
と

も
よ

く
当

て
は

ま
る

も
の

を
下

記
か

ら
1つ

選
ん

で
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

問
6
-
1 

お
⼦

さ
ん

の
遊

び
に

つ
い

て
お

う
か

が
い

し
ま

す
。

お
⼦

さ
ん

は
次

の
よ

う
な

遊
び

を
し

ま
す

か
。

1. ま
っ

た
く

遊
ば

な
い

2. と
き

ど
き

遊
ぶ

3. よ
く

遊
ぶ

1．
砂

や
泥

を
使

っ
た

遊
び

2．
⽔

遊
び

3. 絵
の

具
を

使
っ

た
お

絵
描

き
遊

び4. 粘
⼟

遊
び

1．
砂

や
泥

を
使

っ
た

遊
び

2．
⽔

遊
び

3. 絵
の

具
を

使
っ

た
お

絵
描

き
遊

び4. 粘
⼟

遊
び

17。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

18。

問
6
-
2 

平
⽇

に
、

お
⼦

さ
ん

は
誰

と
ど

の
く

ら
い

⼀
緒

に
遊

び
ま

す
か

。

1. ま
っ

た
く

遊
ば

な
い

2. と
き

ど
き

遊
ぶ

3. よ
く

遊
ぶ

4. あ
て

は
ま

ら
な

い

1．
お

⺟
さ

ん

2．
お

⽗
さ

ん

3．
き

ょ
う

だ
い

4．
祖

⽗
⺟

5．
き

ょ
う

だ
い

以
外

の
⼦

ど
も

6．
お

⼦
さ

ん
ひ

と
り

7. そ
の

他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

1．
お

⺟
さ

ん

2．
お

⽗
さ

ん

3．
き

ょ
う

だ
い

4．
祖

⽗
⺟

5．
き

ょ
う

だ
い

以
外

の
⼦

ど
も

6．
お

⼦
さ

ん
ひ

と
り

7. そ
の

他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

問
6
-
2で

「
そ

の
他

」
を

選
ん

だ
⽅

は
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
感

じ
て

い
る

か
、

お
書

き
く

だ
さ

い
。



19。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1．
幼

稚
園

（
預

か
り

保
育

あ
り

）

2．
幼

稚
園

（
預

か
り

保
育

な
し

）

3．
保

育
園

4．
認

定
こ

ど
も

園
 1号

5．
認

定
こ

ど
も

園
 2号

6．
認

定
こ

ど
も

園
 3号

7. そ
の

他
の

園
・

施
設

8．
園

や
施

設
に

は
通

っ
て

い
な

い
（

未
就

園
）
→

問
8-1へ

お
進

み
く

だ
さ

い
質
問

 23 に
ス
キ
ッ
プ
し
ま
す

20。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
あ

る

2．
な

い

問
7
-
1 

現
在

お
⼦

様
は

幼
稚

園
や

保
育

園
に

通
っ

て
い

ま
す

か
。

当
て

は
ま

る
も

の
1つ

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

問
7
-
2 

問
7
-
1で

1〜
7に

〇
を

つ
け

た
⽅

に
お

う
か

が
い

し
ま

す
。

お
⼦

さ
ん

が
通

っ
て

い
る

施
設

に
は
P
T
Aや

保
護

者
会

な
ど

の
活

動
が

あ
り

ま
す

か
。

21。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

22。4 
⼦

育
て

を
し

て
い

る
⽅

の
⽣

活
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

問
7
-
3 

問
7
-
2で

「
１

あ
る

」
に

〇
を

つ
け

た
⽅

に
お

伺
い

し
ま

す
。
P
T
Aや

保
護

者
会

な
ど

の
活

動
に

つ
い

て
あ

な
た

は
ど

の
よ

う
に

感
じ

て
い

ま
す

か
︖

1. あ
て

は
ま

る

2. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

あ
て

は
な

ら
な

い

5. あ
て

は
ま

ら
な

い

1．
保

護
者

同
⼠

の
交

流
が

で
き

る

2．
保

育
内

容
に

対
す

る
意

⾒
を

園
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る

3．
⾏

事
に

⼿
伝

い
等

で
参

加
で

き
る

4．
活

動
内

容
が

わ
か

ら
な

い

5．
関

⼼
が

な
い

6．
⾯

倒
に

思
う

7. 
そ

の
他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

1．
保

護
者

同
⼠

の
交

流
が

で
き

る

2．
保

育
内

容
に

対
す

る
意

⾒
を

園
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る

3．
⾏

事
に

⼿
伝

い
等

で
参

加
で

き
る

4．
活

動
内

容
が

わ
か

ら
な

い

5．
関

⼼
が

な
い

6．
⾯

倒
に

思
う

7. 
そ

の
他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

問
7
-
3で

「
7
.そ

の
他

」
を

選
ん

だ
⽅

は
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
感

じ
て

い
る

か
、

お
書

き
く

だ
さ

い
。



23。

そ
の

他
:

当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
⼦

育
て

⽀
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
⼦

育
て

に
関

す
る

集
ま

り
2．

趣
味

に
関

す
る

集
ま

り
3．

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

4．
そ

の
よ

う
な

場
所

は
な

い
5．

わ
か

ら
な

い

問
8
-
1 

⽇
頃

、
次

の
よ

う
な

場
所

で
⼼

地
の

良
い

居
場

所
と

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な

と
こ

ろ
は

あ
り

ま
す

か
。

あ
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

を
お

選
び

く
だ

さ
い

。
24。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
8
-
2 

あ
な

た
は

⽇
々

の
地

域
社

会
で

の
⽣

活
（

職
場

を
含

ま
な

い
）

を
通

し
て

次
の

よ
う

に
感

じ
る

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。

1. そ
う

感
じ

る

2. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

感
じ

る

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

感
じ

な
い

5. そ
う

感
じ

な
い

1．
活

動
に

貢
献

す
る

機
会

が
あ

る

2．
⾃

分
⾃

⾝
の

能
⼒

を
発

揮
で

き
る

場
所

が
あ

る

3．
新

し
い

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

て
い

る

4．
や

り
終

え
た

時
の

達
成

感
を

味
わ

え
る

よ
う

な
機

会
が

あ
る

5．
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
役

割
を

担
う

場
所

が
あ

る

6．
⼦

育
て

に
つ

い
て

主
体

的
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
て

い
る

7．
⾃

分
⾃

⾝
が

価
値

の
あ

る
⼈

間
と

し
て

受
け

⼊
れ

ら
れ

て
い

る
気

が
す

る

1．
活

動
に

貢
献

す
る

機
会

が
あ

る

2．
⾃

分
⾃

⾝
の

能
⼒

を
発

揮
で

き
る

場
所

が
あ

る

3．
新

し
い

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

て
い

る

4．
や

り
終

え
た

時
の

達
成

感
を

味
わ

え
る

よ
う

な
機

会
が

あ
る

5．
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
役

割
を

担
う

場
所

が
あ

る

6．
⼦

育
て

に
つ

い
て

主
体

的
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
て

い
る

7．
⾃

分
⾃

⾝
が

価
値

の
あ

る
⼈

間
と

し
て

受
け

⼊
れ

ら
れ

て
い

る
気

が
す

る



25。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
8

-
3

 あ
な

た
は

⽇
々

の
職

業
で

の
⽣

活
を

通
し

て
次

の
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

専
業

主
婦

（
主

夫
）

の
⽅

、
仕

事
を

し
て

い
な

い
⽅

な
ど

は
、

問
8

-
4に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

1. そ
う

感
じ

る

2. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

感
じ

る

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

感
じ

な
い

5. そ
う

感
じ

な
い

1．
地

域
の

活
動

に
貢

献
す

る
機

会
が

あ
る

2．
⾃

分
⾃

⾝
の

能
⼒

を
発

揮
で

き
る

場
所

が
あ

る

3．
新

し
い

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

て
い

る

4. や
り

終
え

た
時

の
達

成
感

を
味

わ
っ

て
い

る

5．
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
役

割
を

担
う

場
所

が
あ

る

6．
⾃

分
⾃

⾝
が

価
値

の
あ

る
⼈

間
と

し
て

受
け

⼊
れ

ら
れ

て
い

る
気

が
す

る

1．
地

域
の

活
動

に
貢

献
す

る
機

会
が

あ
る

2．
⾃

分
⾃

⾝
の

能
⼒

を
発

揮
で

き
る

場
所

が
あ

る

3．
新

し
い

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

て
い

る

4. や
り

終
え

た
時

の
達

成
感

を
味

わ
っ

て
い

る

5．
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
役

割
を

担
う

場
所

が
あ

る

6．
⾃

分
⾃

⾝
が

価
値

の
あ

る
⼈

間
と

し
て

受
け

⼊
れ

ら
れ

て
い

る
気

が
す

る

26。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
8

-
4 

⼦
育

て
を

し
て

い
る

と
き

、
次

の
よ

う
な

こ
と

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

︖
そ

れ
ぞ

れ
の

項
⽬

に
つ

い
て

あ
て

は
ま

る
番

号
1つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1．
ま

っ
た

く
な

い
2．

あ
ま

り
な

い
3．

と
き

ど
き

あ
る

4．
よ

く
あ

る

1. 毎
⽇

、
育

児
の

繰
り

返
し

ば
か

り
で

、
社

会
と

の
絆

が
切

れ
て

し
ま

う
よ

う
に

感
じ

る

2. ⾃
分

ひ
と

り
だ

け
で

⼦
育

て
し

て
い

る
よ

う
な

気
が

す
る

3. ⼦
ど

も
に

時
間

を
取

ら
れ

て
、

⾃
分

の
や

り
た

い
こ

と
が

で
き

ず
、

イ
ラ

イ
ラ

す
る

4. ⼦
ど

も
を

育
て

る
た

め
に

我
慢

ば
か

り
し

て
い

る

5. ⼦
ど

も
が

汚
し

た
り

、
散

ら
か

し
た

り
す

る
の

で
イ

ヤ
に

な
る

6. ⾃
分

の
⼦

ど
も

で
も

、
か

わ
い

く
な

い
と

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

7. ⼦
ど

も
が

⾃
分

の
⾔

う
こ

と
を

聞
か

な
い

の
で

、
イ

ラ
イ

ラ
す

る

8. ⼦
ど

も
が

わ
ず

ら
わ

し
く

て
、

イ
ラ

イ
ラ

す
る

9. ⼦
ど

も
の

こ
と

を
考

え
る

の
が

⾯
倒

に
な

る

10. 育
児

の
こ

と
で

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

が
わ

か
ら

な
く

な
る

11. ⼦
ど

も
を

う
ま

く
育

て
て

い
け

る
か

不
安

に
な

る

12. ⾃
分

の
育

て
⽅

で
よ

い
の

か
ど

う
か

不
安

に
な

る

13. ⼦
ど

も
に

う
ま

く
対

応
で

き
て

い
な

い
と

感
じ

る

1. 毎
⽇

、
育

児
の

繰
り

返
し

ば
か

り
で

、
社

会
と

の
絆

が
切

れ
て

し
ま

う
よ

う
に

感
じ

る

2. ⾃
分

ひ
と

り
だ

け
で

⼦
育

て
し

て
い

る
よ

う
な

気
が

す
る

3. ⼦
ど

も
に

時
間

を
取

ら
れ

て
、

⾃
分

の
や

り
た

い
こ

と
が

で
き

ず
、

イ
ラ

イ
ラ

す
る

4. ⼦
ど

も
を

育
て

る
た

め
に

我
慢

ば
か

り
し

て
い

る

5. ⼦
ど

も
が

汚
し

た
り

、
散

ら
か

し
た

り
す

る
の

で
イ

ヤ
に

な
る

6. ⾃
分

の
⼦

ど
も

で
も

、
か

わ
い

く
な

い
と

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

7. ⼦
ど

も
が

⾃
分

の
⾔

う
こ

と
を

聞
か

な
い

の
で

、
イ

ラ
イ

ラ
す

る

8. ⼦
ど

も
が

わ
ず

ら
わ

し
く

て
、

イ
ラ

イ
ラ

す
る

9. ⼦
ど

も
の

こ
と

を
考

え
る

の
が

⾯
倒

に
な

る

10. 育
児

の
こ

と
で

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

が
わ

か
ら

な
く

な
る

11. ⼦
ど

も
を

う
ま

く
育

て
て

い
け

る
か

不
安

に
な

る

12. ⾃
分

の
育

て
⽅

で
よ

い
の

か
ど

う
か

不
安

に
な

る

13. ⼦
ど

も
に

う
ま

く
対

応
で

き
て

い
な

い
と

感
じ

る



27。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
あ

と
1⼈

の
予

定

2．
あ

と
2⼈

の
予

定

3．
も

っ
と

ほ
し

い
が

難
し

い

4．
今

の
⼈

数
が

理
想

で
あ

る

5．
特

に
考

え
て

い
な

い

28。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
9

-
1 

こ
れ

か
ら

お
⼦

さ
ん

を
産

む
こ

と
を

望
ま

れ
ま

す
か

。
最

も
よ

く
当

て
は

ま
る

も
の

を
下

記
か

ら
1つ

お
選

び
く

だ
さ

い
。

問
9

-
2 

問
9

-
1で

「
1
.あ

と
1⼈

の
予

定
」

、
「

2
.あ

と
2⼈

の
予

定
」

と
答

え
た

⽅
に

お
聞

き
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
更

に
お

⼦
さ

ん
を

産
む

こ
と

を
望

ま
れ

る
の

は
な

ぜ
で

す
か

︖
そ

れ
ぞ

れ
の

項
⽬

に
つ

い
て

当
て

は
ま

る
番

号
１

つ
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

あ
て

は
ま

る

や
や

あ
て

は
ま

る

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

あ
ま

り
あ

て
は

ま
ら

な
い

あ
て

は
ま

ら
な

い

1. ⼦
ど

も
は

可
愛

い
か

ら

2. 複
数

⼦
ど

も
が

い
る

⼈
を

⾒
て

良
い

な
と

思
っ

た
か

ら

3. 年
齢

的
な

タ
イ

ミ
ン

グ
や

リ
ミ

ッ
ト

を
感

じ
た

か
ら

4. 経
済

的
に

余
裕

が
あ

る
か

ら5. 後
継

ぎ
（

あ
と

つ
ぎ

）
が

必
要

な
た

め

6. 将
来

的
に

⾃
分

た
ち

や
他

の
⼦

ど
も

た
ち

の
⽀

え
に

な
る

た
め

7．
希

望
す

る
性

別
の

⼦
ど

も
が

⽣
ま

れ
る

ま
で

産
む

予
定

8. そ
の

他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

1. ⼦
ど

も
は

可
愛

い
か

ら

2. 複
数

⼦
ど

も
が

い
る

⼈
を

⾒
て

良
い

な
と

思
っ

た
か

ら

3. 年
齢

的
な

タ
イ

ミ
ン

グ
や

リ
ミ

ッ
ト

を
感

じ
た

か
ら

4. 経
済

的
に

余
裕

が
あ

る
か

ら5. 後
継

ぎ
（

あ
と

つ
ぎ

）
が

必
要

な
た

め

6. 将
来

的
に

⾃
分

た
ち

や
他

の
⼦

ど
も

た
ち

の
⽀

え
に

な
る

た
め

7．
希

望
す

る
性

別
の

⼦
ど

も
が

⽣
ま

れ
る

ま
で

産
む

予
定

8. そ
の

他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

29。

30。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
た

く
さ

ん
い

る

2．
ま

あ
ま

あ
い

る

3．
あ

ま
り

い
な

い

4．
ほ

と
ん

ど
い

な
い

5．
わ

か
ら

な
い

5 
⼦

育
て

⽀
援

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。

問
9

-
2

 で
そ

の
他

を
選

ん
だ

⽅
は

、
具

体
的

に
理

由
を

お
書

き
く

だ
さ

い
。

問
9

-
3 

あ
な

た
の

周
囲

に
第

2⼦
以

上
の

⼦
ど

も
を

持
つ

⼈
は

ど
れ

位
い

る
と

感
じ

て
い

ま
す

か
。



31。

そ
の

他
:

当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
⼦

育
て

サ
ー

ク
ル

の
仲

間
2．

⺟
親

の
友

⼈
・

知
⼈

3．
⽗

親
の

友
⼈

・
知

⼈
4．

親
・

き
ょ

う
だ

い
・

親
戚

5．
配

偶
者

6．
病

院
の

医
師

や
看

護
師

7．
保

健
師

や
栄

養
⼠

8．
市

町
村

の
⼦

育
て

サ
ー

ビ
ス

窓
⼝

9．
⼦

ど
も

の
習

い
事

や
教

室
の

先
⽣

10．
園

の
先

⽣
11．

SN
S（

Facebook、
Tw

itter、
LIN

Eな
ど

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

）
12．

テ
レ

ビ
・

ラ
ジ

オ
13．

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

ブ
ロ

グ
14．

育
児

書
15．

い
な

い

32。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
い

る
 →

問
11-2に

お
進

み
く

だ
さ

い

2．
い

な
い

 →
問

12-1に
お

進
み

く
だ

さ
い

。

問
1
0 

現
在

、
あ

な
た

は
お

⼦
さ

ん
の

⼦
育

て
に

関
す

る
相

談
を

誰
に

し
て

い
ま

す
か

。
多

く
当

て
は

ま
る

も
の

を
3つ

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

問
1
1
-
1 

あ
な

た
が

⽤
事

な
ど

で
家

を
空

け
る

と
き

に
、

同
居

の
家

族
以

外
で

⼦
ど

も
の

⾯
倒

を
み

て
く

れ
る

⼈
は

い
ま

す
か

。
通

常
、

幼
稚

園
・

保
育

園
に

お
⼦

さ
ん

を
通

わ
せ

て
い

る
時

間
は

除
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

33。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1．
職

場
の

⼈

2．
近

所
の

⼈

3．
⺟

親
の

友
⼈

・
知

⼈

4．
⽗

親
の

友
⼈

・
知

⼈

5．
祖

⽗
⺟

や
親

戚

34。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
利

⽤
し

て
い

な
い
→

問
13へ

お
進

み
く

だ
さ

い

2．
利

⽤
し

て
い

る
 →

問
12-2へ

お
進

み
く

だ
さ

い

3．
あ

る
こ

と
を

知
ら

な
い
→

問
13へ

お
進

み
く

だ
さ

い

35。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
1
-
2 

⾯
倒

を
⾒

て
く

れ
る

主
な

⼈
1⼈

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

問
1
2

-
1 

あ
な

た
は

⼦
育

て
広

場
や

⼦
育

て
サ

ロ
ン

を
利

⽤
し

て
い

ま
す

か

問
1
2

-
2 

問
1
2

-
1で

「
2

.
 利

⽤
し

て
い

る
」

と
答

え
た

⽅
に

お
聞

き
し

ま
す

。
あ

な
た

は
実

際
に

週
何

⽇
⼦

育
て

広
場

や
⼦

育
て

サ
ロ

ン
に

通
っ

て
い

ま
す

か
。

ま
た

、
あ

な
た

が
通

い
た

い
と

思
う

理
想

の
⽇

数
は

ど
の

く
ら

い
で

す
か

。
も

っ
と

も
よ

く
当

て
は

ま
る

番
号

を
ひ

と
つ

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

1. 週
1〜

2⽇
未

満
2. 週

2〜
3回

未
満

3. 週
3⽇

以
上

1．
実

際
の

⽇
数

2．
理

想
の

⽇
数

1．
実

際
の

⽇
数

2．
理

想
の

⽇
数



36。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
2
-
3 

問
1
2
-
2で

「
実

際
の

⽇
数

」
が

「
理

想
の

⽇
数

」
よ

り
も

少
な

く
答

え
た

⽅
に

お
聞

き
し

ま
す

。
そ

の
理

由
は

ど
の

よ
う

な
も

の
で

す
か

。

1. あ
て

は
ま

る

2. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

あ
て

は
ま

る

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

あ
て

は
ま

ら
な

い

5. あ
て

は
ま

ら
な

い

1．
家

事
で

忙
し

い

2．
育

児
で

忙
し

い

3．
仕

事
で

忙
し

い

4．
⼦

ど
も

の
⾷

事
・

排
泄

・
睡

眠
等

の
タ

イ
ミ

ン
グ

と
合

わ
な

い

5．
⽀

援
セ

ン
タ

ー
等

に
友

⼈
・

知
⼈

が
お

ら
ず

孤
独

6．
交

通
⼿

段
が

不
便

7．
ス

タ
ッ

フ
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
考

え
⽅

が
合

わ
な

い

8．
他

の
親

⼦
と

の
関

り
が

⾯
倒

9．
施

設
が

開
い

て
い

な
い

10．
⼦

ど
も

同
⼠

の
ト

ラ
ブ

ル
へ

の
対

応
が

わ
か

ら
な

い
、

⾯
倒

11．
⼦

に
合

っ
た

室
内

遊
び

が
で

き
な

い

12．
⼦

に
外

遊
び

を
さ

せ
た

い

13．
利

⽤
規

則
が

不
便

や
窮

屈
に

感
じ

る

14．
そ

の
他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い 1．

家
事

で
忙

し
い

2．
育

児
で

忙
し

い

3．
仕

事
で

忙
し

い

4．
⼦

ど
も

の
⾷

事
・

排
泄

・
睡

眠
等

の
タ

イ
ミ

ン
グ

と
合

わ
な

い

5．
⽀

援
セ

ン
タ

ー
等

に
友

⼈
・

知
⼈

が
お

ら
ず

孤
独

6．
交

通
⼿

段
が

不
便

7．
ス

タ
ッ

フ
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
考

え
⽅

が
合

わ
な

い

8．
他

の
親

⼦
と

の
関

り
が

⾯
倒

9．
施

設
が

開
い

て
い

な
い

10．
⼦

ど
も

同
⼠

の
ト

ラ
ブ

ル
へ

の
対

応
が

わ
か

ら
な

い
、

⾯
倒

11．
⼦

に
合

っ
た

室
内

遊
び

が
で

き
な

い

12．
⼦

に
外

遊
び

を
さ

せ
た

い

13．
利

⽤
規

則
が

不
便

や
窮

屈
に

感
じ

る

14．
そ

の
他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

37。

38。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

6 
⼦

育
て

中
の

⽅
の

他
者

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

問
1
2
-
3で

そ
の

他
と

答
え

た
⽅

は
、

具
体

的
な

理
由

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。

問
1
3 

今
後

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
⼤

に
よ

り
再

び
緊

急
事

態
等

に
な

っ
た

と
し

て
も

⼦
育

て
⽀

援
セ

ン
タ

ー
等

が
開

い
て

い
れ

ば
利

⽤
し

た
い

で
す

か
。

1. そ
う

思
う

2. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

思
う

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

そ
う

思
わ

な
い

5. そ
う

思
わ

な
い

1．
感

染
対

策
を

⾏
っ

た
上

で
利

⽤
し

た
い

2．
屋

外
で

の
遊

び
な

ら
利

⽤
し

た
い

3．
絵

本
の

貸
し

出
し

な
ど

の
部

分
的

利
⽤

を
し

た
い

4．
感

染
す

る
か

⼼
配

な
の

で
利

⽤
し

な
い

1．
感

染
対

策
を

⾏
っ

た
上

で
利

⽤
し

た
い

2．
屋

外
で

の
遊

び
な

ら
利

⽤
し

た
い

3．
絵

本
の

貸
し

出
し

な
ど

の
部

分
的

利
⽤

を
し

た
い

4．
感

染
す

る
か

⼼
配

な
の

で
利

⽤
し

な
い



39。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
4

-
1 

以
下

の
各

内
容

に
つ

い
て

、
ど

の
く

ら
い

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。

1. 必
要

だ
と

思
う

2. ど
ち

ら
か

と
必

要
だ

と
思

う

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

必
要

だ
と

思
わ

な
い

5. 必
要

だ
と

思
わ

な
い

6. わ
か

ら
な

い

1．
登

下
校

時
の

⼦
ど

も
を

⾒
守

り
、

挨
拶

を
か

わ
す

関
係

の
⼈

が
い

る
こ

と

2．
⼦

育
て

に
関

す
る

悩
み

に
つ

い
て

気
軽

に
相

談
で

き
る

⼈
や

場
が

あ
る

こ
と

3．
⼦

育
て

を
す

る
親

同
⼠

を
つ

な
ぐ

仲
間

作
り

の
場

が
あ

る
こ

と

4．
⼦

ど
も

と
⼀

緒
に

参
加

で
き

る
地

域
の

⾏
事

や
お

祭
り

な
ど

が
あ

る
こ

と

5．
⼦

育
て

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
⼈

や
場

が
あ

る
こ

と

6．
親

⼦
で

楽
し

め
る

遊
び

の
場

が
あ

る
こ

と

7．
不

意
の

外
出

や
親

の
帰

り
が

遅
く

な
っ

た
時

な
ど

、
突

発
的

な
際

に
⼦

ど
も

を
預

か
っ

て
も

ら
え

る
⼈

が
い

る
こ

と

8．
親

が
付

き
添

わ
な

く
て

も
未

就
園

の
⼦

ど
も

を
定

1．
登

下
校

時
の

⼦
ど

も
を

⾒
守

り
、

挨
拶

を
か

わ
す

関
係

の
⼈

が
い

る
こ

と

2．
⼦

育
て

に
関

す
る

悩
み

に
つ

い
て

気
軽

に
相

談
で

き
る

⼈
や

場
が

あ
る

こ
と

3．
⼦

育
て

を
す

る
親

同
⼠

を
つ

な
ぐ

仲
間

作
り

の
場

が
あ

る
こ

と

4．
⼦

ど
も

と
⼀

緒
に

参
加

で
き

る
地

域
の

⾏
事

や
お

祭
り

な
ど

が
あ

る
こ

と

5．
⼦

育
て

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
⼈

や
場

が
あ

る
こ

と

6．
親

⼦
で

楽
し

め
る

遊
び

の
場

が
あ

る
こ

と

7．
不

意
の

外
出

や
親

の
帰

り
が

遅
く

な
っ

た
時

な
ど

、
突

発
的

な
際

に
⼦

ど
も

を
預

か
っ

て
も

ら
え

る
⼈

が
い

る
こ

と

8．
親

が
付

き
添

わ
な

く
て

も
未

就
園

の
⼦

ど
も

を
定

40。

期
的

に
⾒

て
も

ら
え

る
場

が
あ

る
こ

と9．
そ

の
他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

。

期
的

に
⾒

て
も

ら
え

る
場

が
あ

る
こ

と9．
そ

の
他
→

下
の

質
問

に
お

答
え

く
だ

さ
い

。

問
1
4

-
1で

「
9

.
 そ

の
他

」
を

選
ん

だ
⽅

に
お

聞
き

し
ま

す
。

そ
の

他
の

「
必

要
と

考
え

る
関

わ
り

⽅
」

に
つ

い
て

、
具

体
的

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。



41。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
4
-
2 

あ
な

た
は

以
下

の
活

動
に

参
加

し
た

い
と

思
い

ま
す

か
。

1. 参
加

し
た

い
と

思
う

2. ど
ち

ら
か

と
い

う
と

参
加

し
た

い
と

思
う

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

参
加

し
た

く
な

い
と

思
う

5. 参
加

し
た

い
と

思
わ

な
い

6. わ
か

ら
な

い

1．
⼦

ど
も

の
防

犯
の

た
め

の
声

掛
け

や
登

下
校

時
の

⾒
守

り

2．
⼦

育
て

に
関

す
る

悩
み

に
つ

い
て

気
軽

に
相

談
で

き
る

⼈
や

場
を

つ
く

る
こ

と

3．
⼦

育
て

を
す

る
親

同
⼠

を
つ

な
ぐ

仲
間

を
つ

く
る

こ
と

4．
⼦

ど
も

と
⼀

緒
に

参
加

で
き

る
地

域
の

⾏
事

や
お

祭
り

5．
⼦

育
て

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
⼈

や
場

を
つ

く
る

こ
と6. ⼦

ど
も

と
⼀

緒
に

遊
ぶ

⼈
や

場
を

作
る

こ
と

7．
不

意
の

外
出

や
親

の
帰

り
が

遅
く

な
っ

た
時

な
ど

、
⼦

ど
も

を
預

か
る

⼈
や

場
を

つ
く

る
こ

と

8. 地
域

の
伝

統
⽂

化
を

⼦
ど

も

1．
⼦

ど
も

の
防

犯
の

た
め

の
声

掛
け

や
登

下
校

時
の

⾒
守

り

2．
⼦

育
て

に
関

す
る

悩
み

に
つ

い
て

気
軽

に
相

談
で

き
る

⼈
や

場
を

つ
く

る
こ

と

3．
⼦

育
て

を
す

る
親

同
⼠

を
つ

な
ぐ

仲
間

を
つ

く
る

こ
と

4．
⼦

ど
も

と
⼀

緒
に

参
加

で
き

る
地

域
の

⾏
事

や
お

祭
り

5．
⼦

育
て

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
⼈

や
場

を
つ

く
る

こ
と6. ⼦

ど
も

と
⼀

緒
に

遊
ぶ

⼈
や

場
を

作
る

こ
と

7．
不

意
の

外
出

や
親

の
帰

り
が

遅
く

な
っ

た
時

な
ど

、
⼦

ど
も

を
預

か
る

⼈
や

場
を

つ
く

る
こ

と

8. 地
域

の
伝

統
⽂

化
を

⼦
ど

も

7 
お

⼦
さ

ん
の

お
⺟

さ
ん

、
お

⽗
さ

ん
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

お
⼦

さ
ん

の
お

⺟
さ

ん
、

お
⽗

さ
ん

以
外

の
⽅

が
ご

回
答

の
場

合
は

問
17に

お
進

み
く

だ
さ

い
。

42。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
〜

20歳

2．
21歳

〜
30歳

3．
31歳

〜
40歳

4．
41歳

〜
50歳

5．
そ

れ
以

上

に
伝

え
る

⼈
や

場
を

作
る

こ
と

9. ⼩
中

学
校

の
校

外
学

習
や

⾏
事

の
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

こ
と

10. ⼦
育

て
家

庭
の

家
事

を
⽀

援
す

る
⼈

や
場

を
作

る
こ

と

11. ⼦
ど

も
に

⾃
分

の
職

業
体

験
や

⼈
⽣

経
験

を
伝

え
る

⼈
や

場
を

作
る

こ
と

12. 親
の

付
き

添
い

な
し

に
未

就
園

の
⼦

ど
も

を
定

期
的

に
⾒

て
も

ら
え

る
場

を
作

る
こ

と

に
伝

え
る

⼈
や

場
を

作
る

こ
と

9. ⼩
中

学
校

の
校

外
学

習
や

⾏
事

の
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

こ
と

10. ⼦
育

て
家

庭
の

家
事

を
⽀

援
す

る
⼈

や
場

を
作

る
こ

と

11. ⼦
ど

も
に

⾃
分

の
職

業
体

験
や

⼈
⽣

経
験

を
伝

え
る

⼈
や

場
を

作
る

こ
と

12. 親
の

付
き

添
い

な
し

に
未

就
園

の
⼦

ど
も

を
定

期
的

に
⾒

て
も

ら
え

る
場

を
作

る
こ

と

問
1
5
-
1 

お
⼦

さ
ん

の
お

⺟
さ

ん
の

年
齢

は
お

い
く

つ
で

す
か

。
（

※
⽗

⼦
世

帯
な

ど
、

お
⼦

さ
ん

の
お

⺟
さ

ん
が

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

場
合

は
問
1
6へ

お
進

み
く

だ
さ

い
。

）



43。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1．
中

学
卒

業

2．
⾼

校
中

退

3．
⾼

校
卒

業

4．
⾼

専
卒

業

5．
短

⼤
・

専
⾨

学
校

卒
業

6．
⼤

学
卒

業
以

上

7．
わ

か
ら

な
い

44。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
1
5
-
2 

お
⼦

さ
ん

の
お

⺟
さ

ん
の

最
終

学
歴

は
次

の
ど

れ
で

す
か

。

問
1
5
-
3 

お
⼦

さ
ん

の
お

⺟
さ

ん
が

⼦
ど

も
の

と
き

の
家

族
や

親
戚

、
近

所
の

⼈
と

の
関

わ
り

は
ど

う
で

し
た

か
。

1. あ
て

は
ま

る

2. ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

あ
て

は
ま

る

3. ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4. あ
て

は
ま

ら
な

い

5. わ
か

ら
な

い

1．
⽇

常
的

に
は

親
⼦

で
何

か
を

す
る

こ
と

が
多

か
っ

た

2．
⽇

常
的

に
は

祖
⽗

⺟
を

含
め

て
親

⼦
で

何
か

を
す

る
こ

と
が

多
か

っ
た

3．
親

戚
と

⽇
常

的
に

付
き

合
い

が
あ

っ
た

4．
近

所
の

⼈
と

⽇
常

的
に

付
き

合
っ

て
い

た

5．
家

族
が

留
守

の
間

、
互

い
の

⼦
ど

も
を

預
け

合
っ

た
り

し
て

い
た

1．
⽇

常
的

に
は

親
⼦

で
何

か
を

す
る

こ
と

が
多

か
っ

た

2．
⽇

常
的

に
は

祖
⽗

⺟
を

含
め

て
親

⼦
で

何
か

を
す

る
こ

と
が

多
か

っ
た

3．
親

戚
と

⽇
常

的
に

付
き

合
い

が
あ

っ
た

4．
近

所
の

⼈
と

⽇
常

的
に

付
き

合
っ

て
い

た

5．
家

族
が

留
守

の
間

、
互

い
の

⼦
ど

も
を

預
け

合
っ

た
り

し
て

い
た

45。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
〜

20歳

2．
21歳

〜
30歳

3．
31歳

〜
40歳

4．
41歳

〜
50歳

5．
そ

れ
以

上

46。

1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

他
:

1．
中

学
卒

業

2．
⾼

校
中

退

3．
⾼

校
卒

業

4．
⾼

専
卒

業

5．
短

⼤
・

専
⾨

学
校

卒
業

6．
⼤

学
卒

業
以

上

7．
わ

か
ら

な
い

問
1
6
-
1 

お
⼦

さ
ん

の
お

⽗
さ

ん
の

年
齢

は
お

い
く

つ
で

す
か

。
（

※
⺟

⼦
家

庭
な

ど
、

お
⼦

さ
ん

の
お

⽗
さ

ん
が

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

場
合

は
問
1
7へ

お
進

み
く

だ
さ

い
。

）

問
1
6
-
2 

お
⼦

さ
ん

の
お

⽗
さ

ん
の

最
終

学
歴

は
次

の
ど

れ
で

す
か

。



47。

1 ⾏
に
つ
き

 1 つ
だ
け
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

48。

こ
の

コ
ン

テ
ン

ツ
は

 G
oogle が

作
成

ま
た

は
承

認
し

た
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

問
1
6
-
3 

お
⼦

さ
ん

の
お

⽗
さ

ん
が

⼦
ど

も
の

と
き

の
家

族
や

親
戚

、
近

所
の

⼈
と

の
関

わ
り

は
ど

う
で

し
た

か
。

あ
て

は
ま

る

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

あ
て

は
ま

る

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

あ
て

は
ま

ら
な

い

わ
か

ら
な

い

1．
⽇

常
的

に
は

親
⼦

で
何

か
を

す
る

こ
と

が
多

か
っ

た

2．
⽇

常
的

に
は

祖
⽗

⺟
を

含
め

て
親

⼦
で

何
か

を
す

る
こ

と
が

多
か

っ
た

3．
親

戚
と

⽇
常

的
に

付
き

合
い

が
あ

っ
た

4．
近

所
の

⼈
と

⽇
常

的
に

付
き

合
っ

て
い

た

5．
家

族
が

留
守

の
間

、
互

い
の

⼦
ど

も
を

預
け

合
っ

た
り

し
て

い
た

1．
⽇

常
的

に
は

親
⼦

で
何

か
を

す
る

こ
と

が
多

か
っ

た

2．
⽇

常
的

に
は

祖
⽗

⺟
を

含
め

て
親

⼦
で

何
か

を
す

る
こ

と
が

多
か

っ
た

3．
親

戚
と

⽇
常

的
に

付
き

合
い

が
あ

っ
た

4．
近

所
の

⼈
と

⽇
常

的
に

付
き

合
っ

て
い

た

5．
家

族
が

留
守

の
間

、
互

い
の

⼦
ど

も
を

預
け

合
っ

た
り

し
て

い
た

問
1
7 

最
後

に
、

⽇
頃

、
⼦

育
て

⽀
援

や
⼦

育
て

⽣
活

に
つ

い
て

感
じ

て
い

る
こ

と
が

あ
れ

ば
ご

⾃
由

に
ご

記
⼊

下
さ

い
。

  フ
ォ

ー
ム
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